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Ⅰ はじめに

新潟県立大学は、「国際性の涵養」、「地域性の重視」、「人間性の涵養」を基本理念と

して、県立新潟女子短期大学が培ってきた教育の伝統と知的財産を更に発展させ、平成

21年４月に開学した大学である。

新潟県公立大学法人評価委員会は、この大学を運営する公立大学法人新潟県立大学（以

下「法人」という。）による業務実績について、専門的、客観的かつ中立公正な評価を

行うことをその使命として設置されたものである。

平成27年度から第２期中期目標期間が始まったところであるが、当評価委員会が行う

評価が、法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直し、改善を促し、もって業務内容の

質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを期待する。

令和２年８月

新潟県公立大学法人評価委員会県立大学部会

部 会 長 古 城 佳 子

委 員 乾 友 彦

委 員 神 代 聡 子

委 員 坂 田 裕

委 員 城 山 英 明
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Ⅱ 評価（年度評価）の仕組みについて

１ 年度評価の根拠

地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第78条の２

２ 評価対象

令和元年度における公立大学法人新潟県立大学中期計画（平成27年３月知事認可）

の進捗状況

３ 評価要領

公立大学法人新潟県立大学の各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領

（平成30年７月新潟県公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施

４ 評価の経緯

令和元年６月26日 法人から業務実績報告書の提出

７月15日 第１回県立大学部会開催・小項目別評価の審議

７月29日 法人から小項目別評価結果案に対する意見の提出

８月７日 第２回県立大学部会開催・評価結果の確定
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Ⅲ 評価結果
１ 全体評価

中期計画の進捗は、『 順 調 』である。

(1) 評価

第２期中期目標期間の５年目となる令和元年度は、第２期中期目標期間において設

定した目標達成に向けた取組状況について、100 を超える事業及び指標の進捗状況を

基に、項目別の評価を実施の上、大項目別評価及び全体評価を行ったところである。

大項目（７区分）ごとの取組状況をみると、(1)教育に関する事項は、管理栄養士

の国家試験合格率が４年連続で100%を達成したこと、留学生の受入・派遣数が目標
値を大幅に上回ったこと、(3)地域貢献・国際化に関する事項では、公開講座の開催

状況、大学・教員がマスメディアに取り上げられた件数や海外大学との交流が年度計

画を大幅に上回ったことなどから、これら２つの大項目における中期計画の進捗状況

は、いずれも「順調」と判断した。

また、その他の５つの大項目は、その取組の多くが概ね年度計画どおりに実施され

ており、中期計画の進捗状況は「概ね順調」と評価した。

以上のことから、県立大学の使命を果たしていく上で、教育研究上の質の向上に関

わる(1)教育に関する事項、(2)研究に関する事項及び(3)地域貢献・国際化に関する

事項は特に重要であることを考慮し、大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、

令和元年度の県立大学の業務実績は、全体として「中期計画の進捗は『順調』である」

と評価した。（下表参照）

全体 大項目別評価 評価項目数119

評価 大項目（７項目） 評価結果 事業単位80 指標単位39

教育研究上 (1)教育に関する事項 Ａ 順調 37 14
の質の向上
に関する事 (2)研究に関する事項 Ｂ 概ね順調 6 8
項

(3)地域貢献・国際化に関する事項 Ａ 順調 8 11

順調 (4)業務運営の改善及び効率化に関する事項 Ｂ 概ね順調 10 1

(5)財務内容の改善に関する事項 Ｂ 概ね順調 8 5

(6)自己点検・評価、外部評価の実施及び Ｂ 概ね順調 2 -
評価結果の活用に関する事項

(7)その他業務運営に関する重要事項 Ｂ 概ね順調 9 -
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(2) 特筆すべき取組や顕著な成果が認められた事項

◎ 管理栄養士国家試験の合格率【教育】

＜合格率：目標値 100％ 実績値 100％＞

平成28年度以降、学科全教員が国家試験対策に取り組み、個別指導等を行う支援体

制が確立された結果、４年連続で合格率100%を達成した。

◎ 留学生の受入・派遣数【教育、地域貢献・国際化】

＜受入数：目標値 26人 実績値 53人、派遣数：目標値 105人 実績値 152人＞

◎ 海外の大学等との相互交流【地域貢献・国際化】

留学生の受入者数、派遣者数のいずれも目標値を大きく上回った。

また、サマーセミナーで海外・国内他大学の外国人学生26名が新潟県立大学の学生

とともに学ぶなど、海外の大学等との交流を積極的に推進した。

◎ 公開講座などの学習機会の提供【地域貢献・国際化】

＜公開講座聴講者数：目標値 1,040人 実績値 1,332人＞

＜公開講座教員参画数：目標値 19人 実績値 43人＞

聴講者数、教員参画数ともに目標値を大きく上回った。

県民の生涯学習の場として、国際情勢講演会、公開講座、リカレント講座等を開催

した。

◎ 大学・教員がマスメディアに取り上げられた件数【地域貢献・国際化】

＜マスコミ掲載件数：目標値 80件 実績値 175件＞

大学・教員がメディアに取り上げられる件数が目標値を大きく上回った。

◎ 科学研究費補助金等の獲得件数【財務内容】

＜獲得件数：目標値 18件 実績値 24件＞

科学研究費補助金等の獲得件数が目標値を大きく上回った。

(3) 課題・改善点や業務運営等に対する意見

◎ 志願倍率【教育】

＜志願倍率：目標値 8.6倍 実績値 6.8倍＞

目標値を下回り、前年度から大きく減少している。志願倍率の低下について、国公

立大学の志願者数が減少傾向にある中、原因を丁寧に分析し、今後の取組に活かすよ

う努められたい。

◎ 論文数、査読付き論文数・英語論文数、学会報告件数【研究】

＜論文数 （目標値 140編 実績値 95編）＞

＜査読付き論文数（目標値 79編 実績値 43編）＞

＜英語論文数 （目標値 50編 実績値 31編）＞

＜学会報告件数 （目標値 140件 実績値 109件）＞

いずれも目標値を下回り、論文数、査読付き論文数及び学会報告件数は前年度実績

も下回っている。英語論文数は前年度よりも増加し改善が見られたが、他の項目につ

いては、論文数・学会報告件数の増加に向けてより一層の取組が望まれる。
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２ 大項目別評価

(1) 教育に関する目標

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。

【評価】

管理栄養士の国家試験対策及び留学生の受入・派遣数についての取組事項はｓ

評価（年度計画を大幅に上回る）、授業内容満足度、卒業生の就職・進学満足度

など７つの取組事項はａ評価（年度計画を上回る）である。

志願倍率、大学院の定員充足率はｃ評価（年度計画を十分に実施せず）である

が、志願倍率の低下については、国際経済学部を新たに設置したことに伴い受験

者が他学部から流入した影響があること、また、大学院の定員充足率については、

全国的に大学院進学者が減少していることは考慮に入れる必要がある。

一方で、学生確保のために県内外で情報発信に注力していることや、インター

ンシップへの参加を通じて地域課題の解決に向けた力を養うための新たな授業を

開講したこと等、全体としては教育の環境整備に継続的に取り組んでいることな

どを総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は『順調』）が相当である。

今後も、若い世代への情報発信の有力な手段となるＳＮＳを積極的に活用した

広報活動やオープンキャンパスの企画を工夫し、県内外からの優秀な学生の確保

につなげるとともに、インターンシップの参加学生数の増加や受入れ企業の拡充

を図り、きめ細やかな進路選択の支援など一層の取組を期待したい。

また、志願倍率の低下については、国公立大学の志願者数が減少傾向にある中、

原因を丁寧に分析し、今後の取組に活かすよう努められたい。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 37 １ ３ 33
2.7％ 8.1％ 89.2％

指標単位評価結果 14 ３ ４ ５ ２
21.4％ 28.6％ 35.7％ 14.3％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○教育の内容に関する事項

・ 管理栄養士国家試験について、４年連続で合格率100％を達成した。

・ 新設の国際経済学部で初めてのＡＯ入試を導入した。

・ 横浜市立大学との協定に基づき、フィールドワークＣの科目を新たに設

け、東南アジアへのフィールドワークを実施し、協定校の学生とともに

課題解決能力の育成を図った。
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○教育の実施体制に関する事項

・ 学内アンケートに基づき、アクティブ・ラーニングを実践している科目

の公開授業を実施するとともに、ＦＤ研修会に講師を招聘し、参加者のデ

ィスカッションも交えた講演会を開催した。

○学生への支援に関する事項

・ 県内企業等の就職先に関する情報収集を支援するため、県内企業見学バ

スツアーを実施するとともに、県内就職フェア等への参加を促した。

・ 多様な学生の就職を支援するため、首都圏にある企業との情報交換イベ

ントに参加するなど、県内外、首都圏等各種求人情報の収集に努めた。

（教育に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

国際地域学部
点 730 637 － ｂTOEICスコア

卒業時の英語能力
人間生活学部

点 500 581 － ａTOEICスコア

管理栄養士合格率 ％ 100 100 － ｓ
国家資格の取得率

社会福祉士合格率 位 10 36
86.4％ ｂ（全国10位以内） (％) （72.0） （77.8）

志願倍率 倍 8.6 6.8 79.1％ ｃ

授業内容満足度 ％ 85 91.3 107.4％ ａ

離学した学生の割合 ％ 1 1.1 90.9％ ｂ

教員の学習サポート満足度
％ 80 76.3 95.4％ ｂ（学習・進学）

国の大学教育改革に関する支援
件 １ １ － ａプログラム採択数

就職希望者の就職率 ％ 100 99.2 99.2％ ｂ

卒業生の就職・進学満足度 ％ 90 91.1 101.2％ ａ

受入者数 人 26 53 203.8％ ｓ
留学生受入・派遣数

派遣者数 人 105 152 144.8％ ｓ

(参考)学生に占める外国人留学生の割合 ％ 4.7

大学院の定員充足率 ％ 100 70.0 70.0％ ｃ
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(2) 研究に関する目標

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価】

論文の引用件数等についての取組事項はｓ評価、新潟県が抱える諸課題を研究

テーマとする取組及び他大学や研究機関との連携など２つの取組事項はａ評価で

ある。

論文数（総数）や学会報告件数など５項目がｃ評価、査読付き論文数がｄ評価

（年度計画を大幅に下回る）であるものの、受託・共同研究件数や英語論文数は

前年度より増加するなど、継続的に大学における研究活動に取り組んでおり、Ｂ

評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）が相当である。

今後は、論文数、査読付き論文数及び学会報告件数等の増加につなげていくた

めの一層の取組が望まれる。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ６ ２ ４
33.3％ 66.7％

指標単位評価結果 ８ １ １ ５ １
12.5％ 12.5％ 62.5％ 12.5％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○研究水準及び成果に関する事項

・ 新潟県が抱える諸課題等をテーマとするシンポジウムを開催した。（公

開シンポジウム「グローバル市場を切り拓き地域経済を牽引する中堅中小

企業～新潟の未来を担う地域中堅企業と支援の方向性」など）

・ ベトナムにおいて、学校給食と栄養教育を組み合わせた栄養プログラム

の導入に向け、ベトナム国家大学等との共同研究を進めた。
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○研究の実施体制の充実・強化に関する事項

・ リカレント講座やセミナーの開催による知の還元を行うとともに、特定

テーマの研究会を立ち上げて地域社会と連携した研究推進の基盤構築を進

めた。

（研究に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

受託・共同研究件数 件 16 13 81.3％ ｂ

科学研究費補助金等の出願件数 件 28 20 71.4％ ｃ

編 140 95 67.9％ ｃ

論文数 査読付き論文数 編 79 43 54.4％ ｄ

英語論文数 編 50 31 62.0％ ｃ

学会報告件数 件 140 109 77.9％ ｃ

著書・美術作品・音楽活動等の
件 57 43 75.4％ ｃ発表数

論文の引用件数等 件 535 7,330 1,370.1％ ｓ
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(3) 地域貢献・国際化に関する事項

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。

【評価】

海外の大学等との交流や公開講座などの聴講者数・教員参画数など６つの取組

事項はｓ評価、専門分野を活かした地域貢献活動への参画など３つの取組事項は

ａ評価である。

19項目中、９項目がａ評価以上であることを踏まえ、Ａ評価（中期計画の進捗

は『順調』）が相当である。

今後も、新型コロナウイルス感染症の影響を注視する必要はあるものの、海外

との交流や県民の生涯学習の場となる公開講座等の開催をはじめ地域活性化を促

進する一層の取組に期待したい。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ８ １ １ ６
12.5％ 12.5％ 75.0％

指標単位評価結果 11 ５ ２ ４
45.4％ 18.2％ 36.4％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○教育研究などにおける地域や社会との連携・協力に関する事項

・ 卒業生を採用した企業の満足度は90.9％となり、前年度（97.2％）を下

回ったものの、目標値（80％）を超える実績となった。

・ 公開講座の開催について、聴講者数（1,332人）、教員参画数（43人）が

目標値（聴講者数 1,040人、教員参画数 19人）を大きく上回った。

県民の生涯学習の場として、国際情勢講演会、公開講座、リカレント講

座等を開催した。

・ 大学・教員がマスメディアに取り上げられた件数は175件となり、目標

値（80件）を大きく上回った。
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○国際化の推進に関する事項

・ 留学生の受入者数（53人）、派遣者数（152人）が、いずれも目標値（受

入者数：26人、派遣者数：105人）を大きく上回った。

また、サマーセミナーで海外・国内他大学の外国人学生26名が新潟県立

大学の学生と学んだほか、外務省が実施するJENESYSプログラムにおける

ラオスの派遣メンバーに学生６名が選抜されるなど、海外の大学等との交

流を積極的に推進した。

（地域貢献・国際化に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

卒業生を採用した企業の満足度 ％ 80 90.9 113.6％ ａ

新卒者の県内就職数 人 150 123 82.0％ ｂ

公開講座などの
聴講者数 人 1,040 1,332 128.1％ ｓ

聴講者数・教員参画数 教員参画数 人 19 43 226.3％ ｓ

受託・共同研究件数（再掲） 件 16 13 81.3％ ｂ

国・地方自治体の審議会等の
件 80 67 83.8％ ｂ委員委嘱数

大学・教員がマスメディアに
件 80 175 218.8％ ｓ取り上げられた件数

国際地域学部
点 730 637 － ｂ

卒業時の英語能力
TOEICスコア

（再掲） 人間生活学部
点 500 581 － ａTOEICスコア

留学生受入・派遣数
受入者数 人 26 53 203.8％ ｓ

（再掲） 派遣者数 人 105 152 144.8％ ｓ

(参考)学生に占める外国人留学生の割合 ％ 4.7
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(4) 業務運営の改善及び効率化に関する事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価】

学内組織の見直し及び事務組織の見直しの２つの取組事項はａ評価であるが、

11項目中９項目がｂ評価（年度計画を概ね実施）であることから、Ｂ評価（中期

計画の進捗は『概ね順調』）が相当である。

今後も、新学部開設に伴う業務増加への適切な対応や、事務の効率化に向けた

ＲＰＡの導入の検討など、業務運営の一層の改善に取り組まれたい。

また、人事の適正化に関しては、専門業務型裁量労働制が、県からの全教職員

の給与削減要請などの影響で導入できていないので、令和２年度内での導入と適

切な運用に努められたい。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 10 ２ ８
20.0％ 80.0％

指標単位評価結果 １ １
100.0％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○人事の適正化に関する事項

・ 専門業務型裁量労働制の導入については制度設計まで行ったが、県の要

請に基づく全教職員の給与削減の影響などから、導入できなかった。

○事務の効率化・合理化に関する事項

・ 新学部の設置に伴う業務量の増加に対応するため、兼務発令や事務分掌

の見直しのほか、事務局職員の増員など、事務局体制の見直しに努めた。

（業務運営の改善及び効率化に関する事項に係る指標の達成状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

事務局の学生サポート満足度
％ 75 65.2 86.9％ ｂ（学生生活、就職）
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(5) 財務内容の改善に関する事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価】

科学研究費補助金等の獲得件数はｓ評価、外部研究資金比率、自己収入比率、

教育研究費比率の３つの取組事項はａ評価であるが、志願倍率はｃ評価であるこ

と、13項目中、８項目がｂ評価であることを勘案し、Ｂ評価（中期計画の進捗は

『概ね順調』）が相当である。

志願倍率の低下については、国公立大学の志願者数が減少傾向にある中、原因

を丁寧に分析し、財務内容の改善に活かすよう努められたい。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ８ ８
100.0％

指標単位評価結果 ５ １ ３ １
20.0％ 60.0％ 20.0％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○外部研究資金その他自己収入の増加に関する事項

・ 科学研究費補助金の採択の増加に向け、外部講師を招いての勉強会や外

部機関の申請書添削サービスを利用するなど、申請にかかるサポートを継

続的に行った結果、科学研究費補助金を獲得する教員が増加した。

（財務内容の改善に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

志願倍率（再掲） 倍 8.6 6.8 79.1％ ｃ

科学研究費補助金等の獲得件数 件 18 24 133.3％ ｓ

外部研究資金比率（経常収益対応） ％ ３ 3.0 100.0％ ａ

自己収入比率（経常収益対応） ％ 55 59.7 108.5％ ａ

教育研究費比率（経常収益対応） ％ 20 20.8 104.0％ ａ
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(6) 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価】

自己点検・評価や外部評価の結果を踏まえた改善に関する取組及び情報公開に

関する取組について、２項目ともｂ評価であることから、Ｂ評価（中期計画の進

捗は『概ね順調』）が相当である。

今後も、外部機関等の評価結果を踏まえ、教育研究や業務内容の一層の改善に

取り組まれたい。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ２ ２
100.0％

指標単位評価結果 指標
なし

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項

・ 認証評価の改善報告書検討結果を学内で共有し、さらなる改善に向けて

検討を行った。

○情報提供に関する事項

・ 法人の運営情報や新学部開設、創立10周年記念事業、講演会・公開講座

等をはじめとした教育研究活動等について、随時ホームページ等に公表す

るとともに、大学案内や広報誌等で発信した。
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(7) その他業務運営に関する重要事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価】

情報セキュリティ体制の充実に関する取組はａ評価であるが、コンプライアン

スの推進に関する取組など、８つの取組事項の全てがｂ評価であることから、Ｂ

評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）が相当である。

今後も、コンプライアンスのより一層の推進、教職員及び学生の安全管理など、

取組の充実に努めるとともに、継続的な人権教育が望まれる。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ９ １ ８
11.1％ 88.9％

指標単位評価結果 指標
なし

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○コンプライアンスの推進に関する事項

・ 教職員に対して、日本学術振興会の研究倫理教育に関する e-ラーニン
グ等を通じてコンプライアンスの啓発を行った。

○安全管理に関する事項

・ 警察の協力のもと、必修授業や後期オリエンテーションにおいて薬物乱

用防止講習を開催したほか、女子学生・女性教職員向けの防犯講習会を開

催した。

○情報管理に関する事項

・ ネットワーク基盤のセキュリティ強化のため、学内の情報基盤長期整備

計画を見直し、サイバーセキュリティ対策基本計画を策定するとともに、

新たに情報セキュリティポリシーを制定した。



評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

1
　

入
学

者
選

抜
方

法
は

、
学

内
委

員
会

等
に

お
い

て
事

後
評

価
を

継
続

的
に

行
い

、
そ

の
改

善
を

図
る

。

1
　 　

文
部

科
学

省
の

高
大

接
続

改
革

の
進

捗
を

注
視

し
、

2
0

2
1

年
度

入
試

に
関

し
、

学
力

の
3

要
素

に
留

意
し

た
多

面
的

総
合

的
評

価
方

法
等

に
つ

い
て

準
備

を
進

め
る

。

ｂ

　
副

学
長

、
学

部
長

、
学

科
長

、
入

試
委

員
長

か
ら

な
る

入
試

制
度

Ｗ
Ｇ

を
継

続
的

に
開

催
し

、
2

0
2

1
年

度
入

試
に

お
け

る
学

力
の

3
要

素
に

留
意

し
た

多
面

的
総

合
的

評
価

方
法

を
取

り
入

れ
た

入
試

制
度

を
定

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
公

表
し

た
。

ｂ

2
　

多
様

な
能

力
や

経
歴

を
有

す
る

学
生

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
一

般
選

抜
入

試
に

加
え

、
特

別
選

抜
入

試
を

実
施

す
る

。

2
　 　

外
国

人
特

別
選

抜
、

帰
国

生
特

別
選

抜
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

ａ

　
外

国
人

留
学

生
特

別
選

抜
（

学
部

・
大

学
院

）
及

び
海

外
帰

国
生

特
別

選
抜

（
学

部
）

入
学

試
験

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

新
設

の
国

際
経

済
学

部
で

は
本

学
で

は
初

め
て

の
A

O
入

試
を

導
入

し
た

。
・

外
国

人
留

学
生

特
別

選
抜

　
学

部
志

願
者

4
名

　
合

格
者

3
名

　
大

学
院

志
願

者
1

名
　

合
格

者
1

名
・

帰
国

生
特

別
選

抜
　

学
部

志
願

者
１

名
　

合
格

者
な

し
・

A
O

入
試

　
学

部
志

願
者

2
名

、
合

格
者

1
名

ｂ

　
新

設
の

国
際

経
済

学
部

の
入

試
方

法
に

一
部

Ａ
Ｏ

入
試

を
導

入
し

、
総

合
的

な
人

物
評

価
を

行
う

こ
と

は
評

価
で

き
る

が
、

受
験

者
が

少
な

か
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
ｂ

評
価

が
相

当
で

あ
る

。

〈
Ａ

Ｏ
入

試
の

受
験

者
が

少
な

か
っ

た
主

な
要

因
〉

　
A

O
入

試
に

つ
い

て
は

、
国

際
経

済
学

部
の

設
置

認
可

が
9

月
と

な
り

、
Ａ

Ｏ
入

試
志

願
者

の
志

望
校

決
定

時
期

を
過

ぎ
て

い
た

た
め

、
受

験
者

数
が

低
調

で
あ

っ
た

と
分

析
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

今
年

度
は

県
内

外
の

高
校

に
向

け
、

丁
寧

に
説

明
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

(2
) 

教
育

の
内

容
に

関
す

る
目

標
①

入
学

者
受

入
方

針
＜

入
試

制
度

＞

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

15



評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

3
　

入
学

志
願

者
確

保
の

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

各
種

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

て
大

学
の

知
名

度
向

上
を

図
る

。

3

4
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

や
高

校
訪

問
等

を
実

施
し

、
大

学
の

知
名

度
を

向
上

さ
せ

、
優

秀
な

学
生

の
確

保
を

図
る

。

4
　 　

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
の

開
催

、
高

校
訪

問
、

各
種

進
学

相
談

会
等

へ
の

参
加

を
通

じ
て

、
県

立
大

学
の

知
名

度
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
学

部
の

教
育

研
究

の
特

色
を

周
知

し
、

優
秀

な
学

生
の

獲
得

を
目

指
す

。

ｂ

〈
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

よ
る

効
果

の
分

析
に

つ
い

て
〉

　
出

願
期

間
直

前
に

は
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

時
に

追
加

し
た

「
早

わ
か

り
新

潟
県

立
大

学
」

の
ペ

ー
ジ

の
閲

覧
数

が
伸

び
て

い
る

こ
と

な
ど

、
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
R

2
年

度
入

試
で

導
入

し
た

ウ
ェ

ブ
出

願
は

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
出

願
が

多
く

（
5

1
％

）
ト

ラ
ブ

ル
な

く
運

用
で

き
た

こ
と

も
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

よ
る

効
果

の
ひ

と
つ

と
考

え
る

。

a

　
大

学
内

で
一

括
し

て
更

新
を

行
え

る
よ

う
国

際
経

済
学

部
の

特
設

サ
イ

ト
を

大
学

サ
イ

ト
に

統
合

し
、

広
報

活
動

を
推

進
し

た
。

　
ま

た
、

各
部

局
に

よ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

構
築

・
更

新
を

容
易

に
行

え
る

よ
う

、
広

報
委

員
会

委
員

及
び

職
員

向
け

の
説

明
会

を
実

施
し

た
。

ａ

　
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

や
高

校
教

諭
対

象
説

明
会

を
本

学
で

開
催

し
た

ほ
か

、
県

外
の

進
学

相
談

会
へ

参
加

す
る

と
と

も
に

、
出

張
講

義
や

模
擬

授
業

等
も

積
極

的
に

行
い

、
各

学
部

の
特

色
の

周
知

に
努

め
た

。
ま

た
、

国
際

経
済

学
部

独
自

の
説

明
会

を
県

内
外

で
開

催
し

、
開

設
に

向
け

た
周

知
を

行
っ

た
。

　
・

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
参

加
者

数
　

　
２

日
間

合
計

2
,3

5
0

名
（

前
年

度
1

,9
0

5
　

　
名

）
　

・
高

校
教

諭
対

象
説

明
会

参
加

者
数

　
　

4
3

名
（

前
年

度
5

9
名

）
　

・
模

擬
授

業
講

座
数

　
　

1
8

校
2

5
講

座
（

前
年

度
1

3
校

1
7

講
座

）
　

・
進

学
相

談
会

参
加

数
　

　
3

5
回

（
前

年
度

3
3

回
）

　
・

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
（

国
際

経
済

学
部

）
　

　
参

加
者

数
　

　
4

6
名

（
県

内
３

箇
所

で
開

催
）

　
・

入
試

説
明

会
（

国
際

経
済

学
部

）
参

加
者

数
　

　
4

7
名

（
県

内
１

箇
所

、
県

外
２

箇
所

で
開

　
　

催
）

＜
広

報
活

動
＞

　
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

運
用

に
つ

い
て

学
内

で
説

明
会

を
実

施
し

、
各

部
局

に
よ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
構

築
・

更
新

を
目

指
す

。
　

2
0

2
0

年
４

月
設

置
予

定
の

国
際

経
済

学
部

（
仮

称
）

の
入

学
広

報
活

動
を

推
進

す
る

。

　
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

者
数

、
模

擬
授

業
講

座
数

等
の

増
加

は
評

価
で

き
る

。

〈
優

秀
な

学
生

の
獲

得
状

況
に

つ
い

て
〉

　
R

2
年

度
入

試
は

全
国

的
に

安
全

志
向

で
あ

り
、

前
年

度
入

試
の

実
質

倍
率

が
高

か
っ

た
こ

と
か

ら
セ

ン
タ

ー
試

験
得

点
率

に
よ

る
ボ

ー
ダ

ー
ラ

イ
ン

が
高

く
な

っ
た

本
学

を
避

け
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
る

。
　

上
位

層
の

出
願

に
大

き
な

減
は

な
く

、
従

来
通

り
優

秀
な

学
生

を
確

保
で

き
た

も
の

と
考

え
て

い
る

。

ｂ
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

【
学

部
学

士
課

程
】

　
大

学
の

基
本

理
念

や
目

標
を

踏
ま

え
、

語
学

運
用

能
力

や
課

題
解

決
能

力
、

高
度

な
専

門
知

識
・

技
術

が
身

に
つ

く
よ

う
学

生
の

目
的

に
応

じ
た

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

5
　

課
題

を
自

ら
発

見
し

解
決

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

の
授

業
を

推
進

す
る

。

5
　 　

地
域

や
企

業
等

と
連

携
し

た
授

業
内

容
を

盛
り

込
む

な
ど

、
学

生
の

課
題

解
決

能
力

を
伸

ば
す

授
業

の
推

進
を

図
る

。
さ

ら
に

、
海

外
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

実
施

し
、

学
生

の
国

際
的

な
視

点
を

用
い

た
課

題
解

決
能

力
の

育
成

を
推

進
す

る
。

a

　
互

い
の

短
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

相
手

方
の

学
生

を
受

け
入

る
横

浜
市

立
大

学
と

の
協

定
に

基
づ

き
、

今
年

度
よ

り
新

た
に

『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
C

』
を

設
け

、
東

南
ア

ジ
ア

へ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
実

施
し

、
協

定
校

の
学

生
と

と
も

に
問

題
分

析
や

解
決

策
に

つ
い

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
課

題
解

決
能

力
の

育
成

推
進

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

す
る

『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
B

』
に

て
地

域
、

企
業

と
連

携
し

た
授

業
を

実
施

し
た

。
ｂ

6
　

Ａ
Ｃ

Ｅ
（

A
c
a
d

e
m

ic
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
v
e

E
n

g
lis

h
）

科
目

を
含

む
英

語
教

育
を

充
実

し
、

英
語

活
用

能
力

の
向

上
を

図
る

。

6
 　

A
C

E
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
英

語
資

格
試

験
に

つ
い

て
周

知
し

、
学

生
に

英
語

学
習

の
目

標
を

意
識

さ
せ

る
。

b

　
A

C
E

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
配

布
と

説
明

、
英

語
教

育
に

つ
い

て
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
英

語
教

育
紹

介
ビ

デ
オ

の
公

開
を

継
続

し
、

学
生

の
英

語
学

習
へ

の
意

識
付

け
を

行
っ

た
。

S
A

L
C

で
は

、
T

O
E

IC
W

o
rk

s
h

o
p

を
は

じ
め

、
各

種
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

す
る

な
ど

、
学

生
の

自
律

学
習

を
支

援
し

た
。

※
A

C
E

…
A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
v
e

E
n

g
lis

h
の

略

ｂ

＜
自

律
学

習
支

援
に

つ
い

て
＞

　
人

間
生

活
学

部
の

学
生

が
企

画
し

た
S

A
L
C

（
語

学
の

自
学

自
習

セ
ン

タ
ー

）
で

の
T

O
E

IC
イ

ベ
ン

ト
開

催
に

よ
る

も
の

で
、

特
に

大
学

院
進

学
希

望
者

の
受

験
増

に
つ

な
が

っ
た

。

＜
人

間
生

活
学

部
の

T
O

E
IC

関
連

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

＞
　

H
3

0
：

6
名

　
R

1
：

1
6

名

②
教

育
課

程
＜

全
学

共
通

＞
　 　

参
加

人
数

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
現

状
を

踏
ま

え
る

と
ｂ

評
価

が
相

当
で

あ
る

。
　

全
学

的
取

組
と

し
て

評
価

す
る

た
め

に
は

、
も

う
少

し
参

加
人

数
や

対
象

企
業

な
ど

の
広

が
り

が
あ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

〈
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
C

の
取

組
効

果
に

つ
い

て
〉

　
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

ダ
ム

を
事

例
と

し
て

、
貯

水
能

力
の

経
年

低
下

、
気

候
変

動
に

よ
る

降
雨

パ
タ

ー
ン

の
変

化
と

洪
水

等
の

問
題

に
つ

い
て

、
そ

の
問

題
の

所
在

、
原

因
、

考
え

ら
れ

る
諸

対
策

の
可

能
性

、
実

現
性

を
、

現
場

視
察

と
客

観
的

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

検
証

す
る

な
ど

、
よ

り
深

い
理

解
と

そ
れ

に
基

づ
く

具
体

的
な

成
果

を
生

み
出

す
現

実
的

な
方

途
を

模
索

す
る

姿
勢

を
醸

成
し

た
。

　 〈
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

参
加

者
数

〉
　

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

C
：

2
名

　
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
B

：
　

　
R

1
：

2
名

　
　

H
3

0
：

7
名

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

7
-
1

　
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
に

応
じ

た
履

修
指

導
を

行
う

。

b

　
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

履
修

に
関

す
る

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

の
興

味
・

関
心

や
将

来
の

進
路

等
に

つ
い

て
、

学
生

の
希

望
や

現
況

を
踏

ま
え

個
別

の
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

ｂ

7
-
2

　
学

部
共

通
科

目
で

国
際

地
域

学
へ

の
導

入
と

コ
ー

ス
紹

介
を

行
い

、
１

年
次

の
後

期
に

は
学

生
の

興
味

・
関

心
に

応
じ

た
コ

ー
ス

選
択

が
で

き
る

よ
う

指
導

す
る

。

b

　
1

年
次

に
開

講
す

る
学

部
共

通
科

目
『

国
際

地
域

研
究

入
門

』
を

通
じ

て
、

国
際

地
域

学
へ

の
導

入
を

行
う

と
と

も
に

、
『

国
際

地
域

学
A

,B
,C

』
の

履
修

を
通

じ
て

自
己

の
興

味
・

関
心

を
認

識
し

、
２

年
次

に
向

け
た

コ
ー

ス
選

択
が

で
き

る
よ

う
指

導
を

行
っ

た
。

　
令

和
２

年
度

の
学

部
改

組
に

あ
た

り
、

こ
れ

ま
で

の
４

コ
ー

ス
を

３
コ

ー
ス

（
国

際
関

係
、

比
較

文
化

、
露

中
韓

）
に

再
編

し
、

国
際

地
域

学
へ

の
導

入
科

目
や

各
コ

ー
ス

の
入

門
科

目
を

見
直

し
、

新
た

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

し
た

。

ｂ

＜
国

際
地

域
学

部
国

際
地

域
学

科
＞

7
　

学
部

・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

「
社

会
科

学
」

「
人

文
科

学
」

「
自

然
科

学
」

の
学

際
的

な
枠

組
み

に
基

づ
く

コ
ー

ス
を

設
定

し
、

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

18



評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

8
8

-
1

　
資

格
・

免
許

へ
の

意
識

付
け

や
、

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
う

。
b

　
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

学
生

の
興

味
・

関
心

や
将

来
の

進
路

等
に

対
応

し
た

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

履
修

指
導

担
当

教
員

が
専

門
職

と
な

る
た

め
の

知
識

・
技

能
・

心
構

え
を

踏
ま

え
た

履
修

指
導

を
行

っ
た

。

ｂ

8
-
2

　
保

育
士

資
格

並
び

に
幼

稚
園

教
諭

免
許

の
取

得
に

関
連

し
た

学
科

の
専

門
科

目
に

つ
い

て
、

法
令

改
正

へ
の

対
応

を
考

慮
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

b

　
資

格
取

得
に

か
か

る
専

門
科

目
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
令

和
２

年
度

に
控

え
た

子
ど

も
学

科
定

員
増

に
備

え
、

保
育

士
養

成
課

程
及

び
幼

稚
園

教
諭

免
許

課
程

に
お

け
る

必
要

な
届

出
を

行
っ

た
。

ｂ

8
-
3

　
社

会
福

祉
士

国
家

試
験

受
験

へ
の

準
備

を
支

援
す

る
。

b

　
受

験
の

心
構

え
の

た
め

の
情

報
提

供
や

模
擬

試
験

等
の

試
験

対
策

を
行

い
、

国
家

試
験

受
験

準
備

の
支

援
を

行
っ

た
。

《
社

会
福

祉
士

国
家

試
験

合
格

率
》

・
令

和
元

年
度

本
学

合
格

率
7

7
.8

％
（

受
験

者
数

（
新

卒
）

9
名

、
合

格
者

7
名

）
　

全
国

平
均

2
9

.3
％

福
祉

系
大

学
等

2
0

7
校

中
3

6
位

（
県

内
2

位
）

・
平

成
3

0
年

度
本

学
合

格
率

　
8

6
.7

％
（

受
験

者
数

（
新

卒
）

1
5

名
、

合
格

者
1

3
名

）
、

全
国

平
均

2
9

.9
％

福
祉

系
大

学
等

2
0

8
校

中
2

2
位

（
県

内
1

位
）

ｂ

〈
受

験
者

数
減

少
の

主
な

要
因

〉
　

R
2

年
度

の
受

験
者

数
（

予
定

）
は

1
5

名
で

あ
り

、
年

度
に

よ
っ

て
人

数
の

多
寡

が
生

じ
た

も
の

。

〈
合

格
率

を
上

げ
る

た
め

の
取

組
に

つ
い

て
〉

　
例

年
不

合
格

者
の

模
擬

試
験

受
験

回
数

が
合

格
者

に
比

し
て

少
な

い
こ

と
か

ら
、

模
擬

試
験

の
受

験
推

奨
を

強
化

す
る

な
ど

の
取

組
を

行
う

。

＜
人

間
生

活
学

部
子

ど
も

学
科

＞

　
学

部
・

学
科

の
基

本
理

念
や

教
育

目
標

を
踏

ま
え

、
学

生
が

適
切

に
進

路
選

択
で

き
る

よ
う

、
保

育
者

（
幼

稚
園

教
諭

、
保

育
士

）
の

養
成

を
中

心
に

、
社

会
福

祉
士

の
資

格
取

得
希

望
者

に
も

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

9
-
1

　
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
う

。
b

　
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

履
修

に
関

す
る

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

教
員

が
学

生
の

興
味

、
関

心
、

将
来

の
進

路
を

把
握

し
、

学
修

指
導

を
行

っ
た

。
ｂ

9
-
2

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

い
て

、
管

理
栄

養
士

及
び

栄
養

教
諭

免
許

取
得

に
関

連
し

た
科

目
を

、
法

令
改

正
へ

の
対

応
を

考
慮

し
な

が
ら

実
施

す
る

。
b

　
令

和
２

年
度

か
ら

開
始

す
る

新
た

な
管

理
栄

養
士

養
成

課
程

に
つ

い
て

、
教

育
目

標
を

確
実

に
達

成
す

る
よ

う
一

部
の

専
門

科
目

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
っ

た
。

ｂ

9
-
3

　
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

受
験

へ
の

準
備

を
支

援
す

る
。

s

　
学

科
全

教
員

が
国

家
試

験
対

策
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
学

生
の

実
態

を
早

期
に

把
握

す
る

こ
と

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
個

別
指

導
等

を
実

施
し

た
。

・
模

擬
試

験
の

実
施

・
ゼ

ミ
教

員
や

国
家

試
験

対
策

委
員

に
よ

る
個

別
指

導 《
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

合
格

率
》

令
和

元
年

度
　

本
学

合
格

率
1

0
0

％
 （

4
年

連
続

）
　

（
受

験
者

（
新

卒
）

3
5

人
、

合
格

者
3

5
人

　
全

国
平

均
6

1
.9

%
、

新
卒

者
全

国
平

均
9

2
.4

％
）

平
成

3
0

年
度

　
本

学
合

格
率

　
1

0
0

％
（

受
験

者
（

新
卒

）
3

9
人

、
合

格
者

3
9

人
　

全
国

平
均

6
0

.4
%

、
新

卒
者

全
国

平
均

9
5

.5
％

）

ｓ

　
４

年
連

続
で

合
格

率
１

０
０

％
は

、
支

援
体

制
の

成
果

で
あ

り
、

大
い

に
評

価
で

き
る

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
＜

人
間

生
活

学
部

健
康

栄
養

学
科

＞

9
　

学
部

・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

管
理

栄
養

士
の

受
験

資
格

と
栄

養
教

諭
の

免
許

取
得

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

【
大

学
院

修
士

課
程

】
　

大
学

院
の

基
本

理
念

や
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
実

践
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
論

理
的

か
つ

柔
軟

な
思

考
力

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

、
高

度
な

専
門

知
識

を
修

得
で

き
る

よ
う

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

1
0

　
大

学
院

の
基

本
理

念
や

教
育

目
標

を
踏

ま
え

、
学

生
が

高
度

な
専

門
知

識
を

修
得

で
き

る
よ

う
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

と
と

も
に

、
大

学
院

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
の

諸
政

策
を

検
討

し
、

教
育

活
動

の
充

実
に

努
め

る
。

1
0

　
大

学
院

の
活

性
化

の
た

め
、

国
際

協
力

機
構

と
の

連
携

を
強

め
る

と
と

も
に

、
海

外
の

協
定

校
等

か
ら

の
外

国
人

留
学

生
の

拡
大

を
図

る
。

同
時

に
、

推
薦

入
試

の
制

度
を

拡
大

し
、

学
卒

者
、

社
会

人
、

外
国

人
留

学
生

の
応

募
に

柔
軟

に
対

応
す

る
体

制
を

整
備

す
る

。

b

　
協

定
校

で
あ

る
台

湾
・

文
藻

外
語

大
学

に
本

研
究

科
教

員
３

名
を

派
遣

し
、

卒
業

研
究

発
表

会
の

審
査

及
び

特
別

講
義

を
行

っ
た

。
あ

わ
せ

て
、

大
学

間
で

の
留

学
生

の
派

遣
･
受

入
も

視
野

に
入

れ
、

同
大

学
国

際
交

流
課

を
訪

問
し

た
。

　
ま

た
、

国
内

外
で

の
広

報
活

動
の

結
果

、
正

規
生

と
し

て
の

入
学

が
７

名
（

う
ち

外
国

人
学

生
５

名
）

、
4

+
1

制
度

の
利

用
が

２
名

あ
っ

た
。

　
そ

の
他

、
研

究
生

と
し

て
、

国
費

留
学

生
２

名
、

Ａ
Ｂ

Ｅ
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

１
名

、
そ

の
他

の
留

学
生

１
名

か
ら

の
照

会
が

あ
っ

た
。

※
4

+
1

制
度

・
・

・
本

学
学

部
を

卒
業

し
た

者
を

対
象

に
、

本
学

大
学

院
入

学
後

、
最

短
1

年
で

修
士

号
を

取
得

で
き

る
制

度
※

A
B

E
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

・
・

ア
フ

リ
カ

の
若

者
の

た
め

の
産

業
人

材
育

成
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

ｂ

　
計

画
未

達
成

と
は

い
え

、
7

人
確

保
し

た
点

は
評

価
で

き
る

。

〈
海

外
協

定
校

か
ら

の
留

学
生

確
保

に
つ

い
て

〉
　

こ
れ

ま
で

協
定

校
か

ら
の

入
学

者
が

2
名

あ
り

、
外

国
人

留
学

生
確

保
に

成
功

し
て

い
る

と
考

え
る

。
　

本
学

へ
の

留
学

に
積

極
的

な
姿

勢
を

示
し

て
い

る
大

学
も

あ
り

、
今

後
も

大
学

院
受

験
者

が
見

込
ま

れ
る

。

＜
大

学
院

国
際

地
域

学
研

究
科

＞
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
専

攻
分

野
や

授
業

科
目

の
特

性
に

応
じ

、
地

域
と

の
連

携
を

図
る

な
ど

、
有

効
な

授
業

形
態

及
び

学
習

方
法

を
取

り
入

れ
る

。

1
1

　
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
や

視
聴

覚
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

等
、

多
様

な
形

態
で

授
業

を
実

施
す

る
。

1
1

　
『

地
域

協
働

演
習

』
以

外
の

科
目

に
お

い
て

も
、

部
分

的
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

形
式

を
取

り
入

れ
る

な
ど

、
地

域
と

連
携

し
、

地
域

の
課

題
に

取
り

組
む

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

的
科

目
を

増
や

し
、

そ
の

た
め

の
授

業
方

法
の

開
発

に
取

り
組

む
。

ｂ

　
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

す
る

『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
B

』
履

修
の

前
提

と
な

る
『

地
域

生
活

産
業

論
』

に
て

2
日

間
の

実
習

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
訪

問
す

る
企

業
及

び
地

域
へ

の
理

解
を

深
め

さ
せ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

お
け

る
課

題
を

よ
り

明
確

に
学

生
に

提
示

し
た

。

受
入

企
業

：
燕

三
条

地
域

の
6

社
参

加
学

生
：

2
3

名

ａ

　 　
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ｂ

の
参

加
者

は
減

少
し

て
い

る
が

、
地

域
生

活
産

業
論

の
参

加
人

数
の

増
加

に
加

え
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ｃ
を

新
た

に
実

施
す

る
な

ど
着

実
に

展
開

し
て

い
る

た
め

、
ａ

評
価

が
相

当
で

あ
る

。

　
授

業
科

目
ご

と
の

学
習

目
標

、
成

績
評

価
基

準
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
達

成
度

に
応

じ
た

公
正

な
評

価
を

行
う

。

1
2

　
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

で
定

め
た

資
質

・
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
た

め
、

授
業

内
容

、
到

達
目

標
、

成
績

評
価

基
準

、
授

業
計

画
等

を
明

示
し

た
シ

ラ
バ

ス
を

充
実

さ
せ

、
厳

正
な

成
績

評
価

を
行

う
。

1
2

　
成

績
評

価
に

対
す

る
申

し
立

て
制

度
に

つ
い

て
、

2
0

2
0

年
度

か
ら

の
運

用
を

目
指

し
て

整
備

を
進

め
、

成
績

評
価

方
法

の
更

な
る

可
視

化
を

図
る

。

b

　
成

績
評

価
に

対
す

る
申

し
立

て
制

度
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

2
0

2
0

年
度

中
に

運
用

を
開

始
す

べ
く

、
要

綱
策

定
に

着
手

し
た

。

ｂ

〈
成

績
評

価
制

度
の

運
用

時
期

に
つ

い
て

〉
　

前
期

試
験

開
始

前
の

8
月

初
旬

ま
で

に
は

整
備

し
、

学
生

に
周

知
す

る
予

定
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

③
教

育
方

法
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
学

生
に

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

教
育

目
標

を
確

実
に

達
成

す
る

た
め

、
適

切
に

教
職

員
を

配
置

し
、

そ
の

専
門

性
を

向
上

さ
せ

る
。

1
3

　
教

職
員

の
専

門
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
研

修
会

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

1
3

　
教

職
員

の
専

門
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
必

要
な

研
修

の
受

講
機

会
を

設
け

る
。

b

　
教

職
員

を
対

象
に

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
オ

ン
ラ

イ
ン

英
会

話
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

英
語

研
修

を
実

施
し

た
。

・
受

講
者

数
　

2
9

人

ｂ

1
4

　
学

生
の

実
態

、
ニ

ー
ズ

及
び

意
見

を
把

握
し

、
セ

ル
フ

・
ア

ク
セ

ス
・

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
自

習
環

境
等

の
充

実
を

図
る

。

1
4

　
学

生
ニ

ー
ズ

等
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
学

内
施

設
利

用
状

況
を

踏
ま

え
た

自
習

環
境

等
の

整
備

を
行

う
。

平
成

3
1

年
度

か
ら

証
明

書
自

動
発

行
機

を
稼

動
す

る
。

ａ

　
証

明
書

自
動

発
行

機
の

運
用

を
開

始
し

、
学

生
ニ

ー
ズ

の
高

か
っ

た
証

明
書

の
即

日
発

行
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
　

ま
た

、
学

生
ロ

ッ
カ

ー
貸

与
対

象
の

見
直

し
を

行
い

、
休

憩
室

や
自

習
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
た

。

ｂ

　
学

生
サ

ー
ク

ル
向

け
ス

ペ
ー

ス
に

つ
い

て
整

備
予

定
の

段
階

で
あ

り
実

現
ま

で
至

っ
て

い
な

い
た

め
、

ｂ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

〈
証

明
書

自
動

発
行

機
と

教
育

環
境

の
充

実
の

関
係

に
つ

い
て

〉
　

即
日

発
行

に
よ

り
、

学
生

に
と

っ
て

自
習

や
就

職
活

動
（

特
に

4
年

生
）

等
で

の
時

間
制

約
が

な
く

な
る

こ
と

か
ら

、
教

育
環

境
の

充
実

に
つ

な
が

る
も

の
。

　 〈
学

生
ロ

ッ
カ

ー
貸

与
対

象
の

見
直

し
に

伴
う

学
生

の
利

便
性

へ
の

影
響

に
つ

い
て

〉
　

こ
れ

ま
で

は
女

子
短

大
時

代
か

ら
の

全
学

生
へ

の
貸

与
制

度
を

継
続

し
て

い
た

が
、

利
用

率
が

低
い

な
ど

の
実

態
が

あ
っ

た
。

需
要

が
高

い
人

間
生

活
学

部
に

つ
い

て
は

利
便

性
に

影
響

が
生

じ
な

い
よ

う
実

習
科

目
の

多
い

3
年

生
ま

で
は

全
員

貸
与

す
る

ほ
か

、
そ

の
他

の
学

生
に

も
希

望
者

に
は

貸
与

で
き

る
数

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

学
生

の
利

便
性

に
影

響
を

与
え

な
い

と
考

え
て

い
る

。

1
5

　
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
は

じ
め

と
す

る
電

子
出

版
物

や
各

種
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

に
つ

い
て

、
利

用
者

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
な

が
ら

充
実

を
図

る
。

1
5

　
利

用
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
つ

つ
、

新
学

部
の

動
向

も
踏

ま
え

、
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

慮
し

た
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

等
の

充
実

を
図

る
。

ａ

　
雑

誌
は

教
員

に
講

読
希

望
調

査
を

行
い

、
講

読
雑

誌
の

タ
イ

ト
ル

見
直

し
を

行
っ

た
。

ま
た

、
洋

雑
誌

に
つ

い
て

は
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
化

を
進

め
た

。
　

図
書

は
国

際
経

済
学

部
開

設
に

伴
う

蔵
書

拡
充

を
行

う
と

と
も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
電

子
ブ

ッ
ク

の
導

入
を

進
め

た
。

（
平

成
3

0
年

度
5

3
冊

→
令

和
元

年
度

3
5

5
冊

）

ａ

(3
) 

教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
①

適
切

な
教

職
員

の
配

置
等

②
教

育
環

境
の

整
備

　
学

生
の

学
習

効
果

を
高

め
る

た
め

に
自

習
環

境
、

図
書

館
機

能
等

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

1
6

　
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

全
学

的
に

行
い

、
そ

の
結

果
を

各
教

員
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
か

つ
学

内
に

公
表

す
る

こ
と

で
、

教
育

内
容

や
教

育
方

法
の

改
善

を
図

る
。

1
6

　
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

内
容

の
抜

本
的

な
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
で

、
教

育
内

容
お

よ
び

教
育

方
法

の
改

善
を

図
る

。

b

　
平

成
3

0
年

度
に

質
問

内
容

の
大

幅
な

見
直

し
を

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

、
名

称
も

『
授

業
改

善
の

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

』
に

変
更

し
、

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

も
趣

旨
や

注
意

点
の

説
明

を
加

え
る

な
ど

、
学

生
と

教
員

の
双

方
に

と
っ

て
よ

り
有

意
義

な
も

の
と

な
る

よ
う

工
夫

し
て

実
施

し
た

。
ｂ

〈
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

ま
え

た
授

業
改

善
の

動
向

に
つ

い
て

〉
　

学
生

参
加

型
の

授
業

に
関

す
る

項
目

を
追

加
す

る
な

ど
、

授
業

改
善

に
具

体
的

に
つ

な
が

る
質

問
項

目
を

設
定

し
た

。
　

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

対
し

、
教

員
か

ら
は

、
よ

り
受

講
者

の
主

体
的

、
協

働
的

な
学

び
を

意
識

し
た

授
業

内
容

へ
の

改
善

を
行

う
等

の
回

答
が

あ
っ

た
。

1
7

　
指

導
方

法
の

検
討

や
開

発
を

推
進

し
、

教
員

間
の

情
報

の
共

有
を

図
る

た
め

、
教

員
相

互
の

公
開

授
業

や
F

D
委

員
会

主
催

の
研

修
会

等
を

実
施

す
る

。

1
7

　
本

学
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

実
情

把
握

の
た

め
の

学
内

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
･
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
実

践
さ

れ
て

い
る

科
目

の
公

開
授

業
を

実
施

し
、

よ
り

効
果

的
な

指
導

法
の

実
践

を
目

指
す

。
ま

た
、

F
D

委
員

会
主

催
の

研
修

会
等

を
実

施
す

る
。

b

　
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

情
把

握
の

た
め

の
学

内
ア

ン
ケ

ー
ト

に
基

づ
き

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

践
し

て
い

る
科

目
の

公
開

授
業

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

Ｆ
Ｄ

研
修

会
と

し
て

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
教

育
効

果
測

定
（

主
体

的
学

修
の

モ
デ

ル
化

）
」

を
研

究
し

て
い

る
講

師
を

招
聘

し
、

学
生

の
主

体
的

な
学

び
を

促
す

方
法

に
つ

い
て

、
参

加
者

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
も

交
え

た
講

演
会

を
開

催
し

た
。

ｂ

　
社

会
情

勢
に

対
応

し
た

質
の

高
い

教
育

を
提

供
す

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

に
関

す
る

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
に

取
り

組
む

。

1
8

　
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

へ
積

極
的

に
応

募
す

る
。

1
8

　
最

終
年

度
を

迎
え

る
「

地
（

知
）

の
拠

点
大

学
に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

」
（

C
O

C
+
事

業
）

に
取

り
組

み
、

本
学

の
教

育
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

b

　
C

O
C

+
事

業
と

し
て

、
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

を
継

続
開

催
し

、
ま

た
、

日
本

語
支

援
室

を
運

営
し

、
本

学
学

生
、

留
学

生
の

教
育

活
動

に
寄

与
し

た
。

　
ま

た
、

「
地

域
活

動
・

学
生

交
流

発
表

会
」

や
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
地

域
活

動
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
、

「
燕

三
条

も
の

づ
く

り
メ

ッ
セ

」
と

い
っ

た
C

O
C

+
事

業
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
学

生
の

課
外

活
動

に
お

け
る

学
び

を
深

め
た

。

ｂ

③
教

育
活

動
の

評
価

と
改

善

　
教

育
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
F

D
（

F
a
c
u

lt
y

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t）
活

動
な

ど
を

通
し

て
、

評
価

結
果

を
有

効
に

活
用

し
、

教
育

活
動

の
改

善
を

図
る

。

④
教

育
の

質
の

向
上

(3
) 

教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
　

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

1
9

-
1

　
学

生
部

委
員

会
と

連
携

し
、

入
学

式
前

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
、

早
い

段
階

で
の

学
習

へ
の

動
機

付
け

を
高

め
る

。
b

　
新

入
生

を
対

象
と

し
た

入
学

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

全
学

生
を

対
象

と
し

た
学

科
別

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

新
入

生
、

在
学

生
と

も
に

学
習

へ
の

動
機

付
け

を
高

め
た

。
ｂ

1
9

-
2

　
新

入
生

が
大

学
教

育
に

適
応

で
き

る
よ

う
、

入
学

前
体

験
学

習
の

講
座

内
容

の
充

実
を

図
る

。
b

　
推

薦
入

試
・

A
O

入
試

・
特

別
選

抜
合

格
者

に
対

し
て

、
英

語
を

用
い

た
入

学
前

体
験

学
習

を
実

施
し

、
英

語
科

目
に

注
力

し
て

い
る

本
学

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

馴
染

め
る

よ
う

、
体

験
の

場
を

提
供

し
た

。
ｂ

2
0

　
学

生
が

学
習

目
標

を
設

定
で

き
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
を

示
し

、
各

授
業

科
目

の
位

置
づ

け
を

履
修

モ
デ

ル
等

に
よ

り
明

確
に

す
る

。

2
0

　
教

務
シ

ス
テ

ム
と

連
動

し
た

シ
ラ

バ
ス

シ
ス

テ
ム

の
運

用
に

向
け

、
シ

ス
テ

ム
修

正
等

を
行

う
。

b

　
現

行
シ

ス
テ

ム
を

改
修

し
、

教
務

シ
ス

テ
ム

と
連

動
し

た
新

た
な

シ
ラ

バ
ス

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
こ

と
で

、
履

修
登

録
画

面
と

シ
ラ

バ
ス

間
の

移
動

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
に

な
り

、
学

生
が

学
習

目
標

、
履

修
計

画
を

設
定

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
が

進
ん

だ
。

ｂ

〈
稼

働
年

度
〉

　
Ｒ

２
年

４
月

2
1

　
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

を
活

用
し

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
等

に
よ

る
き

め
細

や
か

な
学

修
指

導
を

充
実

す
る

。

2
1

　
新

学
部

を
開

設
す

る
2

0
2

0
年

に
向

け
、

教
員

向
け

の
履

修
指

導
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

内
容

を
検

討
し

、
作

成
を

行
う

。

b

　
新

学
部

の
設

置
に

向
け

、
教

務
委

員
会

を
中

心
に

履
修

指
導

を
含

む
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
の

業
務

を
再

考
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

ｂ

〈
運

用
年

度
〉

　
Ｒ

２
年

４
月

(4
) 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

①
学

習
支

援

　
一

人
ひ

と
り

の
学

生
に

対
し

て
責

任
を

持
っ

て
学

習
指

導
・

支
援

す
る

た
め

個
別

相
談

指
導

体
制

を
充

実
す

る
。

1
9

　
学

生
が

大
学

教
育

に
適

応
で

き
る

よ
う

、
入

学
前

後
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

早
い

段
階

で
の

学
習

へ
の

動
機

付
け

を
高

め
る

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

2
2

　
社

会
人

や
留

学
生

の
修

学
実

態
や

満
足

度
等

を
調

査
し

、
必

要
な

学
修

支
援

を
行

う
と

と
も

に
生

活
・

心
理

面
で

の
ケ

ア
に

も
配

慮
し

た
取

組
を

進
め

る
。

2
2

　
留

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

に
合

わ
せ

た
日

本
語

科
目

お
よ

び
日

本
語

支
援

室
を

運
営

し
、

日
本

語
学

習
の

学
習

支
援

を
行

う
。

b

　
日

本
語

支
援

室
を

継
続

し
て

運
営

す
る

と
と

も
に

、
プ

レ
イ

ス
メ

ン
ト

テ
ス

ト
の

実
施

に
よ

り
留

学
生

の
日

本
語

運
用

能
力

を
測

り
、

留
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

日
本

語
科

目
を

開
設

し
た

。
ｂ

2
3

 　
大

学
院

に
て

社
会

人
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
し

、
社

会
人

が
働

き
な

が
ら

学
べ

る
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。

2
3

　
大

学
院

に
お

け
る

社
会

人
学

生
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
、

土
曜

授
業

の
拡

大
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

善
に

取
り

組
む

。

b

　
地

域
社

会
の

現
場

で
活

き
る

実
践

的
な

学
び

を
得

ら
れ

る
よ

う
、

実
習

等
を

取
り

入
れ

た
科

目
や

、
最

新
の

課
題

に
関

わ
る

政
策

策
定

・
実

践
の

あ
り

方
を

学
ぶ

特
殊

講
義

等
の

新
設

を
検

討
し

、
令

和
２

年
度

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

か
ら

設
置

す
る

こ
と

と
し

た
。

　
ま

た
、

学
生

が
よ

り
柔

軟
に

履
修

計
画

を
立

て
ら

れ
る

よ
う

、
令

和
２

年
度

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

か
ら

一
部

の
必

修
科

目
等

を
除

い
て

配
当

年
次

を
1

年
次

に
統

一
し

た
。

ｂ

〈
大

学
院

の
社

会
人

学
生

の
受

入
状

況
〉

　
H

2
7

：
2

名
　

H
3

0
：

1
名

　
学

生
が

目
的

を
持

っ
て

、
自

主
的

に
学

習
で

き
る

制
度

・
環

境
を

充
実

す
る

。

2
4

　
学

習
時

間
の

増
加

と
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
支

援
す

る
。

2
4

　
学

生
の

学
習

を
支

援
す

る
た

め
、

教
務

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

成
績

評
価

お
よ

び
定

期
試

験
内

容
の

通
知

機
能

の
機

能
改

善
を

行
う

。

b

　
成

績
評

価
及

び
定

期
試

験
内

容
の

通
知

機
能

の
令

和
2

年
度

か
ら

の
運

用
に

向
け

、
機

能
改

善
を

進
め

た
。

ｂ

〈
機

能
改

善
の

具
体

的
内

容
に

つ
い

て
〉

　
こ

れ
ま

で
複

数
の

シ
ス

テ
ム

で
通

知
し

て
い

た
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

、
シ

ス
テ

ム
を

統
合

し
、

学
生

が
一

括
で

確
認

で
き

る
よ

う
改

善
し

た
。

　
定

期
試

験
の

実
施

日
・

場
所

、
実

施
形

式
、

試
験

の
合

否
、

再
試

験
、

追
試

験
の

対
象

者
等

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
①

学
習

支
援

　
社

会
人

や
留

学
生

が
学

習
を

継
続

で
き

る
制

度
や

支
援

を
充

実
す

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
学

生
が

学
業

に
専

念
で

き
る

よ
う

経
済

的
支

援
を

行
う

。

2
5

　
各

種
奨

学
金

の
情

報
提

供
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

授
業

料
減

免
等

に
よ

り
経

済
的

支
援

を
継

続
す

る
。

2
5

　
奨

学
金

に
関

し
て

、
学

内
掲

示
板

や
m

a
n

a
b

a
 f

o
lio

を
通

じ
て

適
切

に
情

報
提

供
を

行
う

ほ
か

、
国

で
検

討
さ

れ
て

い
る

新
た

な
授

業
料

減
免

制
度

に
適

切
に

対
応

す
る

。

b

　
奨

学
金

に
関

す
る

情
報

を
学

生
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

修
学

支
援

新
制

度
の

施
行

に
向

け
た

在
学

生
向

け
説

明
会

を
実

施
し

た
。

ｂ

2
6

　
学

生
生

活
の

実
態

や
、

学
生

の
要

望
の

把
握

に
努

め
、

サ
ー

ク
ル

活
動

や
自

主
企

画
等

に
対

し
的

確
な

支
援

を
実

施
す

る
。

2
6

　
関

係
団

体
と

協
力

し
て

、
学

生
生

活
実

態
調

査
の

結
果

を
も

と
に

、
必

要
な

支
援

を
行

う
。

　
学

生
の

要
望

の
把

握
に

努
め

、
必

要
な

支
援

に
つ

い
て

検
討

・
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

関
係

各
所

と
協

力
し

、
サ

ー
ク

ル
活

動
や

学
生

自
主

企
画

の
支

援
を

行
う

。

b

　
学

生
自

治
会

と
の

連
絡

協
議

会
を

通
し

て
、

体
育

祭
や

大
学

祭
の

開
催

に
係

る
助

言
や

、
当

日
の

巡
回

対
応

等
を

行
っ

た
。

ま
た

、
関

係
各

所
と

協
力

し
、

学
外

施
設

に
お

け
る

サ
ー

ク
ル

活
動

に
係

る
施

設
使

用
料

の
補

助
を

開
始

し
た

。
ｂ

2
7

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

競
技

会
参

加
等

の
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
し

、
活

動
の

活
性

化
に

寄
与

し
た

者
を

表
彰

す
る

な
ど

の
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

2
7

　
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
と

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

と
で

作
成

し
た

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

地
域

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

し
お

り
」

を
新

入
生

に
配

布
し

、
必

要
な

情
報

を
周

知
徹

底
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
・

地
域

活
動

援
体

制
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

b

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
・

地
域

活
動

の
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

る
よ

う
、

4
月

の
新

入
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
学

科
別

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

地
域

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

し
お

り
」

を
配

布
し

、
学

生
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
魅

力
や

意
義

を
伝

え
る

と
と

も
に

、
必

要
な

保
険

の
届

出
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

ｂ

〈
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

地
域

活
動

の
参

加
者

数
及

び
活

動
内

容
に

つ
い

て
〉

　
延

べ
学

生
約

1
0

0
名

（
届

出
数

）
が

、
大

学
の

所
在

す
る

東
区

や
大

形
地

区
に

お
け

る
地

域
活

動
等

（
例

：
東

区
自

治
協

議
会

、
東

区
ま

ち
づ

く
り

、
子

ど
も

食
堂

等
）

に
参

加
。

　
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
健

康
相

談
や

情
報

提
供

等
の

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。

2
8

　
定

期
健

康
診

断
の

受
診

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

健
康

相
談

や
健

康
に

関
す

る
情

報
提

供
等

、
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
に

関
す

る
支

援
を

充
実

す
る

。

2
8

　
保

健
室

と
連

携
し

て
定

期
健

康
診

断
の

受
診

の
徹

底
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

学
校

医
に

よ
る

健
康

相
談

に
つ

い
て

、
相

談
日

当
日

の
校

内
放

送
に

加
え

、
新

た
に

年
度

当
初

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
て

相
談

日
程

を
配

布
す

る
。

b

　
保

健
室

と
連

携
し

て
定

期
健

康
診

断
の

受
診

徹
底

に
努

め
た

。
　

ま
た

、
学

校
医

の
健

康
相

談
に

つ
い

て
も

、
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
の

日
程

周
知

を
行

い
、

利
用

促
進

に
努

め
た

。
ｂ

〈
定

期
健

康
診

断
の

受
診

率
に

つ
い

て
〉

　
9

7
.0

%

(4
) 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

②
生

活
支

援

　
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
・

支
援

す
る

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

2
9

　
学

生
の

就
職

意
欲

、
職

業
観

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
低

学
年

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

導
入

し
、

免
許

・
資

格
取

得
に

関
す

る
助

言
・

支
援

体
制

を
充

実
す

る
。

2
9

　
「

大
学

生
活

の
過

ご
し

方
」

「
2

年
生

進
路

ガ
イ

ダ
ン

ス
」

「
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ

ー
ズ

セ
ミ

ナ
ー

」
等

の
低

学
年

向
け

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

行
い

、
3

年
次

の
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

へ
繋

げ
る

。

b

　
「

1
年

生
向

け
大

学
生

活
の

過
ご

し
方

」
「

2
年

生
向

け
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
内

定
者

・
卒

業
生

の
話

を
聞

く
講

座
や

業
界

研
究

講
座

等
、

1
、

2
年

次
で

の
受

講
に

も
効

果
が

見
込

ま
れ

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
つ

い
て

、
メ

ー
ル

等
を

使
用

し
て

低
学

年
の

学
生

に
積

極
的

に
参

加
を

促
し

た
。

ｂ

〈
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ

ー
ズ

セ
ミ

ナ
ー

の
目

的
に

つ
い

て
〉

　
県

内
企

業
経

営
者

が
講

師
と

な
り

、
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

意
識

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

開
催

し
て

い
る

。

3
0

　
学

生
の

就
職

や
進

学
に

関
す

る
相

談
や

情
報

提
供

を
的

確
に

行
う

。

3
0

　
前

年
度

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

、
各

学
科

で
必

要
と

す
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

見
直

し
を

行
い

、
内

容
の

充
実

を
図

る
。

b

　
選

考
直

結
型

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

増
加

等
、

就
職

活
動

に
変

化
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

次
年

度
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

計
画

に
お

い
て

は
、

就
職

事
情

に
通

じ
た

各
就

職
情

報
サ

イ
ト

担
当

者
か

ら
助

言
を

受
け

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
参

加
希

望
者

向
け

講
座

の
内

容
・

回
数

の
充

実
及

び
W

e
b

で
の

S
P

I模
擬

試
験

の
実

施
等

、
時

宜
を

得
た

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

組
み

立
て

た
。

ｂ

〈
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
見

直
し

内
容

に
つ

い
て

〉
　

R
1

年
度

は
一

部
ガ

イ
ダ

ン
ス

開
催

を
前

倒
し

に
す

る
等

小
規

模
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

3
1

　
学

生
の

就
職

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
求

人
情

報
の

収
集

や
学

生
へ

の
進

路
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。

3
1

　
卒

業
生

へ
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
参

加
依

頼
を

継
続

し
て

行
う

と
と

も
に

、
様

々
な

企
業

と
接

点
を

持
ち

、
多

く
の

情
報

収
集

を
行

う
こ

と
で

就
職

支
援

に
活

用
す

る
。

b

　
学

生
に

働
く

こ
と

の
イ

メ
ー

ジ
を

膨
ら

ま
せ

る
た

め
、

卒
業

生
か

ら
各

業
界

の
仕

事
内

容
等

を
伝

え
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

継
続

実
施

し
た

。
　

県
内

企
業

等
の

就
職

先
に

関
す

る
情

報
収

集
を

支
援

す
る

た
め

、
県

内
企

業
見

学
バ

ス
ツ

ア
ー

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

県
内

就
職

フ
ェ

ア
等

へ
の

参
加

を
促

し
た

。
　

ま
た

、
多

様
な

学
生

の
就

職
支

援
に

応
え

る
よ

う
キ

ャ
リ

ア
支

援
担

当
職

員
が

、
首

都
圏

に
あ

る
企

業
の

人
事

担
当

者
と

名
刺

交
換

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

す
る

な
ど

、
県

内
外

、
首

都
圏

等
各

種
求

人
情

報
の

収
集

に
努

め
た

。

ｂ

　
県

内
企

業
へ

の
ア

ク
セ

ス
拡

大
等

具
体

的
取

組
が

拡
大

し
て

い
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

る
。

③
就

職
・

進
学

等
支

援

　
就

職
や

進
学

を
希

望
す

る
学

生
に

対
し

、
進

路
の

決
定

に
向

け
た

事
前

相
談

や
県

な
ど

と
連

携
し

た
企

業
情

報
提

供
等

、
学

生
の

進
路

選
択

に
資

す
る

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

充
実

し
、

大
学

と
の

相
互

協
力

を
推

進
す

る
。

(4
) 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
地

域
社

会
の

課
題

解
決

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

地
域

の
知

の
拠

点
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。

3
2

　
新

潟
県

が
抱

え
る

国
際

化
と

地
域

、
少

子
高

齢
化

、
子

育
て

支
援

、
健

康
づ

く
り

、
生

活
環

境
な

ど
の

課
題

を
研

究
テ

ー
マ

と
し

て
取

り
組

み
、

研
究

成
果

を
論

文
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
で

発
表

す
る

。

3
2

　
新

潟
県

が
抱

え
る

諸
課

題
を

研
究

テ
ー

マ
と

し
て

取
り

組
み

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
発

表
す

る
。

a

　
新

潟
県

が
抱

え
る

諸
課

題
等

を
テ

ー
マ

と
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
し

た
。

・
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

グ
ロ

ー
バ

ル
市

場
を

切
り

拓
き

地
域

経
済

を
牽

引
す

る
中

堅
中

小
企

業
～

新
潟

の
未

来
を

担
う

地
域

中
堅

企
業

と
支

援
の

方
向

性
」

・
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
“

C
u

rr
e
n

t 
p

ro
b

le
m

s
a
n

d
 s

tr
a
te

g
ie

s
 f

o
r 

s
u

p
p

o
rt

in
g
 t

h
e

h
e
a
lt
h

y 
d

e
v
e
lo

p
m

e
n

t 
o
f 

a
ll 

c
h

ild
re

n
”

・
国

際
産

業
経

済
セ

ミ
ナ

ー
「

デ
ー

タ
ド

リ
ブ

ン
社

会
と

産
業

を
考

え
る

」
・

大
学

院
特

別
講

演
会

「
混

迷
を

深
め

る
東

ア
ジ

ア
情

勢
を

読
み

解
く

」

ａ

〈
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

参
加

者
数

、
参

加
者

の
反

応
に

つ
い

て
〉

　 参
加

者
数

・
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
1

5
8

名
・

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

1
5

2
名

・
国

際
産

業
経

済
セ

ミ
ナ

ー
4

0
名

・
大

学
院

特
別

講
演

会
1

7
4

名

　
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
国

際
産

業
経

済
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

参
加

者
の

8
9

.7
％

が
満

足
と

回
答

し
た

。

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

(1
) 

研
究

水
準

及
び

成
果

等
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
社

会
や

時
代

の
要

請
に

対
応

し
た

最
先

端
の

研
究

に
取

り
組

み
、

国
際

水
準

の
研

究
成

果
を

創
出

す
る

。

3
3

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

や
研

修
等

を
通

じ
て

研
究

水
準

を
向

上
さ

せ
、

国
際

的
水

準
に

あ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

に
取

り
組

む
。

3
3

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
交

流
促

進
を

図
り

つ
つ

、
研

究
水

準
の

向
上

を
目

指
し

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
を

開
催

す
る

。

ａ

　
ベ

ト
ナ

ム
に

お
い

て
、

学
校

給
食

と
栄

養
教

育
を

組
み

合
わ

せ
た

栄
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

導
入

に
向

け
、

ベ
ト

ナ
ム

国
家

大
学

等
と

の
共

同
研

究
を

進
め

た
。

　
横

浜
市

立
大

学
と

の
協

定
に

基
づ

き
、

互
い

の
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
相

手
方

の
学

生
数

名
を

受
け

入
れ

、
交

流
を

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
全

国
規

模
の

学
会

が
本

学
で

開
催

さ
れ

、
国

内
の

多
く

の
教

員
が

本
学

に
集

い
研

究
成

果
が

報
告

さ
れ

た
。

ａ

　
新

潟
な

ら
で

は
の

特
色

あ
る

学
術

研
究

を
推

進
し

、
世

界
へ

発
信

す
る

。

3
4

　
大

学
の

発
信

力
を

高
め

る
た

め
、

新
潟

な
ら

で
は

の
特

色
あ

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

3
4

　
大

学
の

発
信

力
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
な

新
潟

の
地

域
特

性
を

活
か

し
た

研
究

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。

b

　
今

年
度

新
た

に
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
で

取
り

組
ん

だ
「

地
域

活
動

支
援

事
業

」
に

よ
り

、
津

南
町

に
お

け
る

子
育

て
支

援
事

業
等

で
必

要
な

費
用

の
一

部
を

助
成

し
、

教
員

の
研

究
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

た
。

　
学

術
研

究
に

役
立

つ
セ

ミ
ナ

ー
等

の
案

内
を

適
宜

学
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
の

m
a
n

a
b

a
 f

o
lio

に
掲

載
し

て
教

員
に

周
知

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

に
努

め
た

。

ｂ

　
研

究
成

果
の

客
観

的
な

評
価

シ
ス

テ
ム

を
充

実
し

、
研

究
水

準
や

成
果

の
検

証
を

行
う

。

3
5

　
研

究
成

果
を

公
正

・
的

確
に

評
価

す
る

よ
う

、
適

切
に

教
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
運

用
す

る
。

3
5

　
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
の

運
用

上
の

課
題

を
整

理
し

、
教

員
の

活
動

の
成

果
を

公
正

・
的

確
に

評
価

す
る

。

b

　
教

員
評

価
を

実
施

し
、

教
育

・
研

究
・

社
会

活
動

等
に

つ
い

て
各

教
員

の
成

果
を

評
価

し
、

教
員

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
。

ｂ

〈
教

員
評

価
の

内
容

に
つ

い
て

〉
　

年
１

回
、

人
事

委
員

会
に

て
評

価
を

行
い

、
個

別
の

評
価

結
果

は
本

人
に

の
み

開
示

し
、

総
括

（
分

布
デ

ー
タ

）
は

大
学

経
営

評
議

会
及

び
教

育
研

究
評

議
会

に
て

報
告

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
S

（
最

高
）

評
価

者
に

対
し

、
翌

年
度

の
研

究
費

を
1

0
万

円
増

額
し

て
い

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
研

究
分

野
や

予
算

配
分

の
重

点
化

を
図

る
な

ど
、

目
指

す
べ

き
研

究
成

果
が

達
成

さ
れ

る
よ

う
研

究
実

施
体

制
を

充
実

・
強

化
す

る
。

3
6

　
研

究
実

施
体

制
の

充
実

・
強

化
を

図
る

た
め

、
予

算
配

分
の

重
点

化
等

を
推

進
す

る
。

3
6

　
大

学
高

度
化

推
進

事
業

を
実

施
し

、
機

動
的

に
重

要
事

業
へ

の
予

算
配

分
を

行
う

。

b

　
学

長
裁

量
費

と
し

て
の

大
学

高
度

化
事

業
を

実
施

し
、

機
動

的
に

重
要

事
業

へ
の

予
算

配
分

を
行

っ
た

。
　

地
域

活
性

化
研

究
機

構
事

業
で

は
、

リ
カ

レ
ン

ト
講

座
や

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
に

よ
る

知
の

還
元

を
行

う
と

と
も

に
、

特
定

テ
ー

マ
の

研
究

会
を

立
ち

上
げ

て
地

域
社

会
と

連
携

し
た

研
究

推
進

の
基

盤
構

築
を

進
め

た
。

ｂ

　
研

究
成

果
を

全
学

的
に

集
積

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

て
社

会
に

還
元

す
る

シ
ス

テ
ム

を
充

実
・

強
化

す
る

。

3
7

　
資

料
・

情
報

を
収

集
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

す
る

な
ど

し
て

教
育

・
研

究
の

充
実

を
推

進
し

、
ま

た
、

そ
の

結
果

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

社
会

に
提

供
す

る
。

3
7

　
多

様
な

資
料

の
収

集
、

整
理

を
図

り
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
等

の
作

業
の

促
進

に
努

め
る

。

b

　
学

内
学

会
誌

を
リ

ポ
ジ

ト
リ

に
登

録
し

、
研

究
成

果
を

地
域

社
会

に
還

元
す

る
よ

う
努

め
た

。
　

配
架

図
書

の
見

直
し

を
行

い
、

図
書

館
の

蔵
書

多
様

化
を

図
る

た
め

、
新

た
な

資
料

の
配

架
場

所
確

保
に

取
り

組
ん

だ
。

ｂ

　
２

　
研

究
に

関
す

る
目

標
(2

) 
研

究
の

実
施

体
制

の
充

実
・

強
化

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
地

域
の

課
題

に
即

し
た

研
究

や
共

同
事

業
等

に
取

り
組

み
、

そ
の

成
果

を
積

極
的

に
地

域
社

会
へ

還
元

す
る

。

3
8

　
国

や
地

方
公

共
団

体
の

要
請

に
応

じ
て

審
議

会
・

委
員

会
等

へ
教

員
を

参
画

さ
せ

、
政

策
提

言
を

行
う

。

3
8

　
国

や
自

治
体

、
地

域
の

各
種

団
体

等
か

ら
の

依
頼

に
応

じ
て

、
各

種
審

議
会

・
委

員
会

等
へ

積
極

的
に

参
画

し
、

継
続

し
て

各
教

員
の

専
門

性
を

社
会

へ
還

元
す

る
。

b

　
国

や
自

治
体

、
地

域
の

各
種

団
体

等
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

各
種

審
議

会
・

委
員

会
等

の
メ

ン
バ

ー
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
就

任
し

、
教

員
の

専
門

性
を

社
会

へ
還

元
し

た
。

令
和

元
(平

成
3

1
)年

度
　

6
7

件
平

成
3

0
年

度
　

7
7

件
ｂ

　
地

域
に

開
か

れ
た

大
学

と
し

て
、

大
学

が
有

す
る

知
的

・
物

的
財

産
を

地
域

に
積

極
的

に
開

放
す

る
と

と
も

に
、

学
生

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

な
ど

学
生

が
地

域
と

つ
な

が
り

、
理

解
を

深
め

る
よ

う
努

め
る

。

3
9

　
高

校
生

の
学

習
意

欲
の

喚
起

や
進

路
選

択
に

資
す

る
た

め
、

高
大

連
携

講
座

を
は

じ
め

と
す

る
、

県
内

の
高

等
学

校
等

と
の

連
携

事
業

を
実

施
す

る
。

3
9

　
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
及

び
知

の
創

造
セ

ミ
ナ

ー
等

に
よ

り
新

潟
県

教
育

庁
高

等
学

校
教

育
課

と
連

携
を

図
り

、
県

内
高

校
生

の
知

的
探

究
心

を
満

た
す

機
会

を
提

供
す

る
な

ど
、

高
大

連
携

事
業

に
取

り
組

む
。

b

　
主

催
の

教
育

庁
と

連
携

し
、

本
学

で
実

施
さ

れ
た

「
高

校
生

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
研

修
」

で
は

、
本

学
教

員
が

県
内

高
校

生
3

4
名

を
指

導
し

た
。

　
ま

た
、

高
等

学
校

か
ら

の
依

頼
に

よ
る

出
張

講
義

や
本

学
見

学
会

を
多

数
実

施
し

た
。

ｂ

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

(1
) 

教
育

研
究

な
ど

に
お

け
る

地
域

や
社

会
と

の
連

携
・

協
力

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

4
0

　
地

域
の

課
題

解
決

及
び

学
生

の
視

野
拡

大
を

図
る

た
め

、
教

員
と

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

等
を

活
か

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
に

参
画

す
る

。

4
0

　
地

域
の

方
々

に
本

学
の

地
域

活
動

を
積

極
的

に
ア

ピ
ー

ル
し

、
ま

た
、

学
生

に
地

域
活

動
の

意
義

や
魅

力
を

伝
え

、
地

域
貢

献
活

動
へ

の
参

画
を

促
す

。

b

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
を

県
内

大
学

、
自

治
体

等
に

送
付

し
、

本
学

に
お

け
る

教
員

・
学

生
の

地
域

活
動

（
企

業
と

学
生

と
住

民
に

よ
る

空
き

家
対

策
活

動
、

新
潟

市
東

区
自

治
協

議
会

と
の

連
携

な
ど

）
を

広
く

発
信

し
た

。
　

ま
た

、
一

定
期

間
地

域
で

働
く

こ
と

で
、

若
者

に
地

域
の

暮
ら

し
を

体
感

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

に
総

務
省

が
行

っ
て

い
る

「
ふ

る
さ

と
ワ

ー
キ

ン
グ

ホ
リ

デ
ー

」
の

説
明

会
を

学
内

で
開

催
し

、
学

生
の

地
域

活
動

を
促

し
た

。

ｂ

　
県

民
の

生
涯

学
習

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

、
多

様
な

学
習

機
会

を
提

供
す

る
。

4
1

　
県

民
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

公
開

講
座

等
の

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

4
1

　
県

民
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

公
開

講
座

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
有

意
義

な
講

座
と

な
る

よ
う

、
こ

れ
ま

で
の

開
催

実
績

を
活

か
し

、
講

座
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
慎

重
に

検
討

す
る

。

a

　
県

民
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

国
際

情
勢

講
演

会
、

公
開

講
座

、
リ

カ
レ

ン
ト

講
座

等
を

開
催

し
た

。

・
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
を

見
越

し
た

Ｂ
Ｓ

Ｎ
新

潟
放

送
等

と
の

共
催

講
座

「
地

域
と

家
族

と
チ

カ
ラ

で
新

潟
か

ら
世

界
へ

～
東

京
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

出
場

を
目

指
す

女
性

ア
ス

リ
ー

ト
の

軌
跡

～
」

（
参

加
者

9
1

名
）

・
日

越
関

係
や

ア
ジ

ア
情

勢
と

今
後

の
展

望
を

テ
ー

マ
と

し
た

外
務

省
と

共
催

の
国

際
情

勢
講

演
会

（
参

加
者

1
1

5
名

）
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

社
会

人
向

け
リ

カ
レ

ン
ト

講
座

（
4

回
開

催
）

（
参

加
者

5
2

名
）

ａ

〈
公

開
講

座
等

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

〉
　

本
学

で
は

、
本

学
で

提
供

で
き

る
テ

ー
マ

を
厳

選
し

て
提

供
し

て
お

り
、

受
講

者
数

も
多

い
こ

と
か

ら
、

こ
の

よ
う

な
テ

ー
マ

を
学

習
し

た
い

と
考

え
て

い
る

県
民

の
生

涯
学

習
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
て

い
る

と
考

え
る

。

本
学

で
提

供
し

て
き

た
テ

ー
マ

例
　

国
際

関
係

、
経

済
、

子
育

て
家

庭
福

祉
、

健
康

づ
く

り
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

等
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

4
2

　
地

方
自

治
体

や
企

業
等

の
研

究
者

同
士

の
交

流
を

図
っ

て
、

社
会

的
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

、
研

究
情

報
の

交
換

や
共

同
研

究
を

促
進

す
る

。

4
2

　
共

同
研

究
を

促
進

す
べ

く
、

共
同

研
究

の
案

内
や

共
同

研
究

に
関

連
す

る
自

治
体

や
企

業
等

主
催

の
セ

ミ
ナ

ー
等

に
つ

い
て

、
情

報
発

信
に

努
め

る
。

b

　
共

同
研

究
の

案
内

や
共

同
研

究
に

関
連

す
る

自
治

体
や

企
業

等
主

催
の

セ
ミ

ナ
ー

等
に

つ
い

て
は

、
m

a
n

a
b

a
 f

o
lio

や
掲

示
板

で
教

職
員

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

ｂ

〈
共

同
研

究
実

現
の

有
無

に
つ

い
て

〉
　

R
1

年
度

は
情

報
提

供
を

行
っ

た
が

、
こ

の
取

組
に

よ
る

共
同

研
究

は
実

現
し

な
か

っ
た

。

4
3

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

産
学

官
連

携
や

地
域

連
携

を
大

学
全

体
と

し
て

推
進

し
、

情
報

発
信

す
る

。

4
3

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ズ
レ

タ
ー

の
発

行
及

び
、

学
生

･
教

員
の

地
域

活
動

の
大

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
な

ど
を

通
し

て
、

本
学

の
地

域
活

動
の

情
報

発
信

に
努

め
る

。
 　

ま
た

、
県

内
他

大
学

と
連

携
し

な
が

ら
、

C
O

C
+
事

業
に

参
画

し
、

地
域

の
課

題
解

決
、

地
域

振
興

に
取

り
組

む
。

b

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
第

3
号

を
発

行
し

、
か

つ
、

過
去

の
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
に

つ
い

て
も

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

広
く

本
学

地
域

活
動

の
情

報
発

信
を

行
な

っ
た

。
　

ま
た

、
C

O
C

+
事

業
に

加
え

、
今

年
度

新
た

に
始

ま
っ

た
大

学
連

携
新

潟
協

議
会

と
新

潟
市

と
の

連
携

事
業

等
に

よ
り

、
県

内
他

大
学

、
自

治
体

ら
と

連
携

し
な

が
ら

、
地

域
の

課
題

解
決

に
取

り
組

ん
だ

。

ｂ

〈
地

域
課

題
へ

の
取

組
内

容
に

つ
い

て
〉

　
大

学
連

携
新

潟
協

議
会

と
新

潟
市

と
の

連
携

事
業

で
は

以
下

の
よ

う
な

事
業

に
本

学
教

員
が

参
加

し
た

。
（

事
業

例
）

・
新

潟
市

江
南

区
ふ

れ
あ

い
・

さ
さ

え
あ

い
プ

ラ
ン

策
定

に
係

る
テ

ー
マ

別
座

談
会

・
新

潟
市

江
南

区
福

祉
セ

ン
タ

ー
F

E
S

　
職

員
向

け
子

ど
も

と
の

か
か

わ
り

方
講

座
　

そ
の

他
、

ま
ち

づ
く

り
、

子
育

て
、

貧
困

家
庭

へ
の

教
育

・
生

活
支

援
、

減
塩

対
策

等
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

〈
大

学
の

特
色

を
活

か
し

た
事

業
に

つ
い

て
〉

　
本

学
の

特
色

を
活

か
し

た
事

業
と

し
て

は
、

民
間

企
業

や
行

政
等

と
コ

ラ
ボ

し
た

レ
シ

ピ
考

案
や

弁
当

の
共

同
企

画
（

健
康

栄
養

学
科

）
等

が
考

え
ら

れ
る

。

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
(2

) 
産

学
官

連
携

の
推

進
に

関
す

る
目

標

　
産

学
官

連
携

を
大

学
が

果
た

す
社

会
的

使
命

の
一

つ
と

し
て

捉
え

、
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

「
新

潟
県

に
お

け
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

」
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

ま
た

、
地

域
の

企
業

が
グ

ロ
ー

バ
ル

化
な

ど
の

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
を

支
援

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
と

の
相

互
交

流
等

、
大

学
の

国
際

化
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。

4
4

　
海

外
語

学
研

修
や

外
国

人
留

学
生

の
受

入
な

ど
、

海
外

の
大

学
等

と
の

交
流

を
、

積
極

的
に

推
進

す
る

。

4
4

　
海

外
語

学
研

修
や

外
国

人
留

学
生

の
受

入
等

を
推

進
し

、
国

内
外

の
大

学
等

と
の

交
流

強
化

を
図

る
。

s

　
海

外
協

定
校

か
ら

の
交

換
留

学
生

2
6

名
を

受
け

入
れ

た
。

　
ま

た
、

海
外

研
修

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
で

は
9

2
名

の
学

生
が

参
加

し
、

ま
た

、
海

外
協

定
校

に
留

学
し

た
学

生
が

3
2

名
（

令
和

元
年

度
出

発
）

に
達

し
た

。
　

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
で

は
2

6
名

の
外

国
人

学
生

が
本

学
の

日
本

人
学

生
と

と
も

に
学

び
、

交
流

し
た

。
　

平
成

3
0

年
度

に
研

究
生

と
し

て
受

け
入

れ
た

県
費

留
学

生
１

名
（

ベ
ト

ナ
ム

人
）

が
、

今
年

度
か

ら
大

学
院

の
正

規
留

学
生

と
な

っ
た

。
　

外
務

省
が

募
集

す
る

J
E

N
E

S
Y

S
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
本

学
学

生
グ

ル
ー

プ
（

６
名

）
が

応
募

し
、

派
遣

メ
ン

バ
ー

（
ラ

オ
ス

）
に

選
抜

さ
れ

た
。

※
上

記
実

績
値

に
加

え
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

一
部

海
外

実
地

研
修

（
4

7
名

参
加

予
定

）
等

が
中

止
と

な
っ

た
ほ

か
、

留
学

等
の

参
加

辞
退

が
2

名
あ

っ
た

。

ｓ

〈
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
つ

い
て

の
見

通
し

〉
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
の

海
外

の
大

学
等

と
の

交
流

が
、

大
き

な
見

直
し

を
求

め
ら

れ
て

い
る

状
況

で
あ

り
、

R
2

年
度

の
学

生
の

派
遣

・
受

入
数

は
大

き
く

減
少

す
る

こ
と

が
確

実
な

状
況

で
あ

る
。

　
本

学
で

は
、

現
状

に
鑑

み
、

毎
年

夏
に

開
催

し
て

い
る

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
を

今
年

度
は

秋
以

降
に

遠
隔

会
議

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

て
開

催
で

き
な

い
か

検
討

す
る

な
ど

、
現

況
下

で
実

施
可

能
な

活
動

を
模

索
す

る
と

と
も

に
、

新
た

な
協

定
校

の
拡

充
に

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
　

今
後

は
、

新
た

な
国

際
交

流
活

動
に

つ
い

て
検

討
し

な
が

ら
、

海
外

協
定

校
と

の
交

流
の

充
実

に
努

め
る

予
定

で
あ

る
。

　
地

域
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

県
民

の
多

文
化

理
解

や
県

内
在

住
の

外
国

人
と

の
交

流
な

ど
地

域
の

国
際

化
に

協
力

す
る

。

4
5

　
県

民
の

多
文

化
理

解
や

国
際

交
流

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
地

域
団

体
等

と
連

携
し

、
地

域
の

国
際

化
に

努
め

る
。

4
5

　
留

学
生

に
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

な
ど

、
県

民
の

多
文

化
理

解
や

地
域

の
国

際
化

に
資

す
る

取
組

を
行

う
。

b

　
本

学
学

生
や

交
換

留
学

生
が

地
域

の
人

た
ち

と
交

流
を

図
り

、
県

民
の

多
文

化
理

解
や

地
域

の
国

際
化

に
取

り
組

ん
だ

。

・
大

形
地

区
の

行
事

（
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

）
（

留
学

生
1

5
名

、
留

学
生

サ
ポ

ー
タ

ー
の

日
本

人
学

生
1

1
名

）
・

新
潟

県
国

際
交

流
協

会
の

交
流

員
（

２
名

）
・

新
潟

県
国

際
交

流
協

会
に

よ
る

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

事
業

（
留

学
生

７
名

）
・

国
際

交
流

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

事
業

（
県

内
の

中
高

1
0

校
で

国
際

理
解

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
1

7
回

実
施

）
（

1
7

名
）

ｂ

(3
) 

国
際

化
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

大
学

運
営

を
行

う
た

め
、

理
事

長
が

そ
の

指
導

力
、

統
率

力
を

発
揮

し
、

意
思

決
定

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

運
営

す
る

。

4
6

　
理

事
長

が
指

導
力

、
統

率
力

を
発

揮
し

、
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

法
人

運
営

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

適
宜

体
制

の
見

直
し

等
を

行
う

。

4
6

　
理

事
長

・
学

長
が

指
導

力
・

統
率

力
を

発
揮

し
、

戦
略

的
・

機
動

的
な

法
人

・
大

学
運

営
を

行
う

。

a

　
国

際
経

済
学

部
開

設
に

向
け

、
準

備
等

を
円

滑
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

教
育

研
究

評
議

会
等

の
会

議
に

国
際

経
済

学
部

設
置

準
備

委
員

長
等

を
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

召
集

し
、

迅
速

な
意

思
決

定
を

図
っ

た
。

　
ま

た
、

創
立

1
0

周
年

記
念

事
業

に
つ

い
て

副
学

長
を

中
心

に
準

備
を

進
め

、
記

念
式

典
の

開
催

、
記

念
誌

の
発

行
、

記
念

募
金

の
開

始
等

事
業

を
実

施
し

た
。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

お
い

て
、

学
長

の
陣

頭
指

揮
の

も
と

対
策

本
部

を
設

置
し

、
副

学
長

及
び

各
担

当
者

の
連

携
に

よ
り

、
各

種
対

応
策

を
検

討
し

、
具

体
的

な
計

画
立

案
に

つ
な

げ
た

。

ａ

〈
副

学
長

２
名

体
制

の
導

入
効

果
に

つ
い

て
〉

　
各

副
学

長
の

職
務

（
学

務
・

国
際

担
当

及
び

企
画

・
評

価
担

当
）

を
遂

行
し

た
上

で
、

創
立

1
0

周
年

記
念

事
業

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
等

、
新

規
の

案
件

を
分

担
し

て
取

り
組

み
、

円
滑

に
対

応
し

た
。

　 〈
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
下

に
お

け
る

体
制

の
変

化
に

つ
い

て
〉

　
必

要
に

応
じ

教
職

員
の

テ
レ

ワ
ー

ク
、

事
務

室
の

サ
テ

ラ
イ

ト
化

及
び

時
差

通
勤

を
実

施
し

て
い

る
。

　
政

府
及

び
新

潟
県

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
に

即
し

て
、

4
月

の
授

業
開

始
を

遅
ら

せ
た

上
で

授
業

を
非

対
面

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
で

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
学

生
の

大
学

へ
の

入
構

制
限

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
に

関
す

る
新

潟
県

立
大

学
の

行
動

指
針

を
策

定
し

、
警

戒
レ

ベ
ル

に
応

じ
た

行
動

指
針

を
明

示
し

た
。

　
限

ら
れ

た
人

員
や

予
算

等
の

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
7

　
全

学
的

視
点

に
立

ち
、

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
7

　
学

内
機

関
の

改
廃

及
び

予
算

の
見

直
し

を
行

い
、

本
学

の
情

報
基

盤
の

整
備

・
拡

充
な

ど
を

踏
ま

え
た

予
算

配
分

を
行

う
。

b

　
情

報
基

盤
の

整
備

・
拡

充
に

向
け

た
予

算
配

分
を

行
い

、
情

報
基

盤
長

期
整

備
計

画
の

見
直

し
、

e
d

u
ro

a
m

の
導

入
等

、
各

種
整

備
を

進
め

た
。

※
e
d

u
ro

a
m

・
・

・
教

育
機

関
や

研
究

機
関

の
間

で
キ

ャ
ン

パ
ス

無
線

L
A

N
の

相
互

利
用

を
実

現
す

る
、

国
際

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ー

ミ
ン

グ
利

用
の

仕
組

み

ｂ

　
外

部
の

意
見

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

適
切

に
反

映
さ

せ
る

。

4
8

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

、
大

学
運

営
に

適
切

に
反

映
す

る
。

4
8

　
法

人
評

価
委

員
会

の
評

価
や

大
学

認
証

評
価

等
、

学
外

の
評

価
や

意
見

を
学

内
で

共
有

し
、

大
学

運
営

に
適

切
に

反
映

さ
せ

る
。

b

　
教

育
研

究
評

議
会

を
通

じ
て

法
人

評
価

委
員

会
の

評
価

結
果

等
を

学
内

に
共

有
し

、
大

学
運

営
に

適
切

に
反

映
さ

せ
た

。
ま

た
、

認
証

評
価

の
改

善
報

告
書

検
討

結
果

を
学

内
で

共
有

し
、

さ
ら

な
る

改
善

に
向

け
て

検
討

を
行

っ
た

。

ｂ

第
３

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
　

１
　

運
営

体
制

の
改

善
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
法

人
が

自
ら

行
う

点
検

及
び

評
価

結
果

や
監

事
に

よ
る

監
査

結
果

を
業

務
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

4
9

　
法

人
の

監
事

等
に

よ
る

業
務

運
営

、
予

算
執

行
状

況
の

監
査

結
果

を
速

や
か

に
反

映
し

、
学

内
資

源
の

効
率

的
な

運
用

を
図

る
。

4
9

　
監

事
と

密
な

連
係

を
図

り
つ

つ
意

見
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
監

査
結

果
を

大
学

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。

b

　
監

事
監

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
中

間
決

算
状

況
を

大
学

経
営

評
議

会
に

報
告

す
る

な
ど

、
監

事
等

と
の

連
携

を
図

り
、

大
学

運
営

の
円

滑
運

用
に

努
め

た
。

ｂ

〈
監

事
監

査
に

お
け

る
主

な
指

摘
事

項
と

改
善

状
況

に
つ

い
て

〉
・

年
次

休
暇

取
得

の
義

務
化

（
年

５
日

）
に

備
え

て
、

計
画

的
付

与
の

準
備

が
必

要
。

→
　

関
係

規
程

等
に

計
画

的
付

与
に

関
す

る
規

定
を

定
め

た
。

・
6

0
歳

代
前

半
の

雇
用

に
つ

い
て

、
再

雇
用

・
再

任
用

等
、

雇
用

の
仕

組
み

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
→

　
定

年
退

職
者

で
引

き
続

き
勤

務
を

希
望

す
る

者
を

、
非

常
勤

の
嘱

託
委

員
に

加
え

、
常

勤
の

職
員

と
し

て
雇

用
す

る
再

任
用

制
度

を
創

設
し

た
。

37



評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
非

公
務

員
型

の
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

し
、

教
職

員
の

能
力

が
最

大
限

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
人

事
制

度
を

運
用

す
る

。

5
0

　
勤

務
形

態
等

の
人

事
制

度
を

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
運

用
す

る
。

5
0

　
研

究
に

従
事

す
る

教
員

の
勤

務
形

態
に

つ
い

て
、

専
門

職
型

裁
量

労
働

制
を

導
入

し
、

適
正

な
運

用
に

努
め

る
。

b

　
研

究
に

従
事

す
る

教
員

の
勤

務
形

態
に

つ
い

て
、

専
門

業
務

型
裁

量
労

働
制

の
導

入
に

向
け

て
、

制
度

の
検

討
を

進
め

、
関

係
者

等
と

の
調

整
を

行
っ

た
。

ｂ

〈
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
に

お
け

る
人

事
管

理
の

柔
軟

化
に

つ
い

て
〉

　
テ

レ
ワ

ー
ク

の
推

進
、

時
差

出
勤

、
事

務
室

の
サ

テ
ラ

イ
ト

化
に

よ
る

職
員

の
分

散
配

置
、

特
別

休
暇

の
運

用
を

実
施

。

　
教

職
員

の
意

欲
向

上
や

教
育

研
究

の
質

的
向

上
を

図
る

た
め

、
教

職
員

の
人

事
評

価
シ

ス
テ

ム
を

適
切

に
運

用
し

、
評

価
結

果
に

基
づ

い
た

適
正

な
処

遇
を

行
う

。

5
1

　
教

職
員

の
業

績
評

価
制

度
を

本
格

実
施

し
、

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
適

正
な

処
遇

を
行

う
。

5
1

　
現

行
の

教
職

員
評

価
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
つ

つ
、

こ
れ

ま
で

の
効

果
等

を
検

証
の

上
、

必
要

に
応

じ
抜

本
的

な
改

革
に

つ
い

て
検

討
を

深
め

る
。

b

　
職

員
評

価
制

度
の

見
直

し
を

行
い

、
目

標
管

理
の

仕
組

み
を

導
入

す
る

実
施

案
を

策
定

し
た

。

ｂ

　
公

募
制

な
ど

に
よ

り
、

幅
広

く
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
努

め
、

適
切

な
人

的
配

置
を

行
う

。

5
2

　
教

職
員

の
採

用
は

原
則

公
募

制
と

し
、

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

に
配

置
す

る
。

5
2

　
教

職
員

の
採

用
に

あ
た

っ
て

は
、

公
募

を
原

則
と

し
、

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

b

　
令

和
2

年
度

採
用

教
職

員
に

つ
い

て
、

公
募

に
よ

る
採

用
を

実
施

し
、

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

た
。

ｂ

〈
令

和
２

年
度

採
用

教
員

数
〉

　
教

員
４

名
　

職
員

１
名

　
２

　
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

5
3

　
業

務
内

容
の

変
化

や
業

務
量

の
変

動
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
、

適
宜

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

5
3

　
新

学
部

の
設

置
に

伴
う

業
務

内
容

の
変

化
や

業
務

量
の

増
加

に
対

応
す

る
た

め
、

職
員

の
増

員
等

を
含

め
た

事
務

局
体

制
の

見
直

し
を

行
う

。

ａ

　
業

務
内

容
や

業
務

量
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
他

課
職

員
へ

の
兼

務
発

令
や

事
務

分
掌

の
見

直
し

を
行

っ
た

ほ
か

、
事

務
局

職
員

の
増

員
を

設
立

団
体

で
あ

る
県

に
要

望
し

令
和

2
年

度
か

ら
の

増
員

を
確

保
す

る
な

ど
、

事
務

局
体

制
の

見
直

し
に

努
め

た
。

ａ

〈
事

務
職

員
数

の
推

移
〉

　
Ｒ

１
年

度
：

２
５

名
　

Ｒ
２

年
度

：
２

６
名

5
4

　
事

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
適

宜
事

務
処

理
方

法
の

点
検

を
行

い
、

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
外

部
委

託
の

見
直

し
や

拡
充

を
行

う
。

5
4

　
事

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
適

宜
事

務
処

理
方

法
の

点
検

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

外
部

委
託

を
行

う
。

b

　
事

務
効

率
の

点
検

に
当

た
り

、
教

員
の

利
便

性
向

上
及

び
職

員
の

負
担

軽
減

を
考

慮
し

て
印

刷
機

の
入

れ
替

え
を

行
い

、
事

務
の

効
率

化
を

図
っ

た
。

　
ま

た
、

証
明

書
発

行
業

務
の

効
率

化
に

向
け

て
、

証
明

書
自

動
発

行
機

の
運

用
を

開
始

し
た

。

ｂ

　
全

学
的

な
視

点
か

ら
教

育
研

究
組

織
と

の
連

携
の

も
と

に
、

事
務

処
理

の
簡

素
化

及
び

経
費

節
減

の
た

め
、

事
務

の
集

中
化

・
電

算
化

・
情

報
化

を
図

る
。

5
5

　
事

務
の

簡
素

化
・

平
準

化
・

迅
速

化
の

観
点

か
ら

、
財

務
会

計
・

人
事

給
与

・
教

務
学

生
業

務
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
を

計
画

的
に

行
う

。

5
5

　
情

報
基

盤
長

期
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

シ
ス

テ
ム

の
見

直
し

等
を

行
う

。

b

　
情

報
基

盤
長

期
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

証
明

書
自

動
発

行
機

及
び

旅
費

シ
ス

テ
ム

の
運

用
を

開
始

し
た

。

ｂ

〈
Ｒ

Ｐ
Ａ

の
導

入
に

つ
い

て
〉

　
現

段
階

で
導

入
の

予
定

は
な

い
が

、
今

後
検

討
し

た
い

。

　
３

　
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
に

関
す

る
目

標

　
外

部
委

託
の

有
効

活
用

や
人

的
配

置
を

常
に

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
合

理
的

な
事

務
組

織
を

編
成

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

5
6

　
科

学
研

究
費

等
の

助
成

に
関

す
る

情
報

収
集

・
申

請
・

受
入

な
ど

の
、

研
究

支
援

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

応
募

件
数

、
採

択
率

の
向

上
を

図
り

、
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

増
加

を
図

る
。

5
6

　
科

学
研

究
費

補
助

金
を

は
じ

め
、

外
部

資
金

等
に

関
す

る
情

報
を

的
確

に
教

員
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
受

託
研

究
の

実
施

等
に

係
る

対
象

機
関

と
の

調
整

、
手

続
き

等
を

行
う

。

b

　
科

学
研

究
費

補
助

金
の

採
択

の
増

加
に

向
け

、
外

部
講

師
を

招
い

て
の

勉
強

会
を

行
う

と
と

も
に

、
外

部
機

関
の

申
請

書
添

削
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

な
ど

、
申

請
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

っ
た

。
ま

た
、

外
部

資
金

等
に

関
す

る
情

報
を

的
確

に
教

員
に

提
供

し
、

対
象

機
関

と
の

調
整

や
手

続
き

等
を

行
っ

た
。

ｂ

5
7

　
研

究
成

果
を

広
く

公
開

し
、

受
託

・
共

同
研

究
、

寄
附

金
等

の
増

加
を

図
る

。

5
7

　
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
つ

い
て

広
く

公
開

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
む

。
b

　
教

員
の

教
育

研
究

活
動

の
学

外
公

開
に

向
け

、
他

大
学

の
状

況
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行
い

検
討

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

ｂ

　
授

業
料

等
学

生
納

付
金

の
適

切
な

料
金

設
定

を
行

う
と

と
も

に
、

大
学

の
施

設
や

知
的

財
産

を
活

用
し

た
新

た
な

財
源

を
検

討
し

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

5
8

　
授

業
料

な
ど

学
生

納
付

金
は

適
正

な
水

準
と

な
る

よ
う

適
宜

見
直

す
と

と
も

に
、

有
料

講
座

や
大

学
施

設
の

貸
出

し
等

の
多

様
な

事
業

に
取

り
組

む
。

5
8

　
自

己
収

入
の

増
加

に
寄

与
す

る
事

務
事

業
の

検
討

を
行

う
。

b

　
大

学
創

立
1

0
周

年
の

節
目

に
合

わ
せ

、
1

0
周

年
記

念
募

金
を

開
始

し
、

自
己

収
入

の
増

加
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

公
開

講
座

等
の

受
講

料
徴

収
制

度
の

導
入

に
向

け
て

、
令

和
2

年
度

の
導

入
を

目
指

し
、

設
立

団
体

で
あ

る
県

と
調

整
を

行
っ

た
。

ｂ

　
１

　
外

部
研

究
資

金
そ

の
他

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標

　
科

学
研

究
費

補
助

金
、

受
託

研
究

、
寄

附
金

等
、

外
部

資
金

の
獲

得
に

努
め

、
経

常
収

益
に

占
め

る
外

部
研

究
資

金
比

率
を

高
め

る
。

第
４

　
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

5
9

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

人
員

配
置

、
業

務
委

託
の

推
進

に
よ

り
人

件
費

の
節

減
を

図
る

。

5
9

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

教
員

配
置

を
行

う
。

ま
た

、
業

務
内

容
の

見
直

し
、

簡
素

・
効

率
化

を
促

進
す

る
。

b

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

新
学

部
設

置
に

必
要

な
教

員
の

確
保

及
び

既
存

学
部

の
教

員
配

置
を

行
っ

た
。

ｂ

6
0

　
教

職
員

の
コ

ス
ト

意
識

を
高

め
、

業
務

改
善

や
経

費
節

減
を

促
進

す
る

。

6
0

　
教

職
員

へ
の

経
費

節
減

の
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
業

務
改

善
・

経
費

削
減

に
取

り
組

む
。

b

　
コ

ピ
ー

機
の

更
新

に
合

わ
せ

、
デ

モ
機

の
貸

し
出

し
を

受
け

、
経

費
等

の
試

算
を

踏
ま

え
た

機
器

選
定

を
行

っ
た

上
で

低
コ

ス
ト

の
カ

ラ
ー

印
刷

を
導

入
し

、
業

務
改

善
、

経
費

節
減

に
つ

な
げ

た
。

ｂ

6
1

　
管

理
的

経
費

に
つ

い
て

は
、

契
約

期
間

の
複

数
年

化
や

入
札

時
に

お
け

る
競

争
性

の
確

保
、

共
同

購
入

の
仕

組
み

を
整

備
し

、
経

費
を

節
減

す
る

と
と

も
に

、
省

エ
ネ

・
省

資
源

に
努

め
る

。

6
1

　
管

理
的

経
費

の
節

減
を

図
る

よ
う

、
省

エ
ネ

・
省

資
源

に
努

め
る

。

b

　
階

段
利

用
の

推
奨

に
つ

い
て

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
脇

の
掲

出
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
冬

季
暖

房
設

定
の

抑
制

に
つ

い
て

周
知

し
た

ほ
か

、
新

た
に

大
学

院
国

際
地

域
学

研
究

科
委

員
会

を
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
で

開
催

し
、

経
費

節
減

に
努

め
た

。

ｂ

　
適

正
な

資
産

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

金
融

資
産

に
つ

い
て

は
経

営
的

視
点

か
ら

効
果

的
か

つ
安

全
確

実
な

運
用

を
図

る
。

6
2

　
資

金
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

安
全

確
実

な
資

金
運

用
・

管
理

を
行

う
。

6
2

　
予

算
の

執
行

状
況

を
見

定
め

、
安

全
確

実
に

資
金

の
運

用
・

管
理

を
行

う
。

b

　
予

算
の

執
行

状
況

を
見

定
め

、
金

利
比

較
に

よ
り

定
期

預
金

の
預

け
先

を
新

た
に

選
定

す
る

な
ど

、
引

き
続

き
安

全
確

実
に

資
金

の
運

用
・

管
理

を
行

っ
た

。

ｂ

〈
資

金
運

用
の

対
象

に
つ

い
て

〉
　

資
金

管
理

規
程

上
は

、
資

金
運

用
の

対
象

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
り

、
資

金
的

余
裕

の
幅

が
比

較
的

小
さ

い
こ

と
か

ら
安

全
性

を
重

視
し

、
現

在
は

定
期

預
金

を
活

用
し

た
資

金
運

用
を

行
っ

て
い

る
。

(1
)　

国
債

、
地

方
債

、
政

府
保

証
債

等
(2

)　
銀

行
等

金
融

機
関

へ
の

預
金

又
は

　
  

郵
便

貯
金

(3
)　

信
託

業
務

を
営

む
銀

行
又

は
信

託
会

社
  

  
 へ

の
金

銭
信

託

　
教

育
研

究
の

水
準

の
向

上
の

た
め

、
施

設
整

備
の

有
効

か
つ

効
果

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

教
育

研
究

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
、

大
学

施
設

の
地

域
開

放
を

行
う

。

6
3

　
学

会
や

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

、
大

学
施

設
を

活
用

す
る

。

6
3

　
本

学
教

員
が

関
係

す
る

地
域

活
動

、
学

会
、

検
定

、
講

演
会

等
の

会
場

と
し

て
、

施
設

を
開

放
す

る
。

b

　
本

学
教

員
が

関
係

す
る

学
会

、
検

定
、

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

大
学

施
設

を
開

放
し

た
。

・
第

1
1

回
N

E
A

R
言

語
教

育
学

会
・

ハ
ン

グ
ル

能
力

検
定

・
ロ

シ
ア

語
検

定
能

力
試

験
・

東
区

自
治

協
と

学
生

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

・
日

本
平

和
学

会
　

　
等

ｂ

　
２

　
経

費
の

節
減

に
関

す
る

目
標

　
教

育
研

究
の

水
準

の
維

持
、

向
上

に
配

慮
し

つ
つ

、
教

職
員

定
数

の
適

正
化

や
業

務
内

容
の

見
直

し
、

契
約

方
法

の
改

善
等

の
徹

底
し

た
合

理
化

・
効

率
化

に
よ

り
、

人
件

費
を

含
む

経
常

的
経

費
を

節
減

す
る

。

　
３

　
資

産
の

運
用

管
理

の
改

善
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

定
期

的
に

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

を
教

育
研

究
及

び
業

務
運

営
の

改
善

に
活

用
す

る
。

6
4

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
内

容
の

改
善

を
行

う
と

と
も

に
、

評
価

結
果

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

6
4

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
教

育
研

究
活

動
や

業
務

内
容

の
適

切
な

改
善

を
行

う
。

b

　
自

己
点

検
・

評
価

を
実

施
し

た
後

、
県

へ
「

業
務

実
績

に
関

す
る

報
告

書
」

を
提

出
す

る
と

と
も

に
、

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

公
表

し
た

。
ま

た
、

認
証

評
価

の
改

善
報

告
書

検
討

結
果

を
学

内
で

共
有

し
、

さ
ら

な
る

改
善

に
向

け
て

検
討

を
行

っ
た

。
ｂ

　
公

立
大

学
と

し
て

の
説

明
責

任
を

果
た

し
、

大
学

の
教

育
研

究
活

動
な

ど
に

つ
い

て
県

民
の

理
解

を
得

る
た

め
、

大
学

に
関

す
る

情
報

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

6
5

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

冊
子

等
を

通
じ

て
、

以
下

の
情

報
を

広
く

公
表

・
公

開
す

る
。

中
期

目
標

、
中

期
計

画
、

年
度

計
画

、
財

務
諸

表
、

自
己

点
検

・
評

価
結

果
、

外
部

評
価

結
果

、
教

育
関

連
情

報
、

研
究

成
果

、
学

術
講

演
、

公
開

講
座

、
地

域
連

携
　

等

6
5

　
大

学
の

教
育

研
究

活
動

や
法

人
の

運
営

情
報

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
冊

子
等

を
通

じ
て

積
極

的
に

公
表

す
る

。

ｂ

　
法

人
の

運
営

情
報

や
新

学
部

開
設

、
創

立
1

0
周

年
記

念
事

業
、

講
演

会
・

公
開

講
座

等
を

は
じ

め
と

し
た

教
育

研
究

活
動

等
に

つ
い

て
、

随
時

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

公
表

す
る

と
と

も
に

、
大

学
案

内
や

広
報

誌
等

で
発

信
し

た
。

ｂ

　
学

生
や

教
職

員
一

人
ひ

と
り

が
、

社
会

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
、

社
会

規
範

及
び

法
令

等
を

遵
守

し
、

県
民

の
信

頼
を

確
保

す
る

。

6
6

　
学

生
や

教
職

員
に

対
し

て
、

研
修

会
等

に
よ

り
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

う
。

6
6

　
教

職
員

に
対

し
て

、
研

修
会

や
e
-

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

を
通

じ
て

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
啓

発
を

行
う

。

b

　
教

職
員

に
対

し
て

、
日

本
学

術
振

興
会

の
研

究
倫

理
教

育
に

関
す

る
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

通
じ

て
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

啓
発

を
行

っ
た

。

ｂ

　
良

好
な

教
育

研
究

環
境

の
維

持
・

向
上

を
図

る
た

め
、

中
長

期
的

な
展

望
に

基
づ

く
施

設
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

6
7

　
施

設
整

備
等

の
実

情
を

調
査

・
点

検
し

、
将

来
必

要
と

な
る

維
持

管
理

費
や

施
設

更
新

費
を

見
積

も
り

、
中

長
期

的
な

展
望

に
基

づ
く

施
設

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

6
7

　
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

施
設

、
学

内
シ

ス
テ

ム
、

備
品

等
の

更
新

等
を

検
討

し
、

適
切

に
実

施
す

る
。

b

　
３

号
館

建
替

計
画

に
係

る
仮

設
校

舎
の

設
置

や
新

学
部

開
設

等
に

よ
り

増
加

す
る

学
生

へ
の

対
応

と
し

て
、

机
椅

子
の

増
設

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
ロ

ッ
カ

ー
の

全
学

生
へ

の
貸

与
制

度
を

見
直

す
こ

と
に

よ
り

、
共

有
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
、

学
生

へ
の

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
（

学
生

ラ
ウ

ン
ジ

、
サ

ー
ク

ル
備

品
置

場
）

を
進

め
た

。

ｂ

　
１

　
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
２

　
施

設
の

効
率

的
整

備
に

関
す

る
目

標

第
５

　
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
の

実
施

及
び

評
価

結
果

の
活

用
に

関
す

る
目

標
　

１
　

自
己

点
検

・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標

　
２

　
情

報
提

供
に

関
す

る
目

標

第
６

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

6
8

　
学

生
に

対
し

て
、

防
犯

等
に

関
す

る
意

識
啓

発
を

適
切

に
行

う
。

6
8

　
警

察
の

協
力

の
も

と
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

必
修

授
業

に
お

い
て

防
犯

や
薬

物
に

関
す

る
注

意
喚

起
を

行
う

。
　

ま
た

、
適

宜
学

生
生

活
に

関
し

て
の

注
意

喚
起

を
行

う
。

b

　
１

年
生

の
必

修
授

業
や

後
期

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

警
察

に
よ

る
薬

物
乱

用
防

止
講

習
や

税
務

署
に

よ
る

租
税

教
室

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
女

子
学

生
・

女
性

教
職

員
向

け
の

防
犯

講
習

会
を

開
催

し
た

。
ｂ

6
9

　
教

職
員

へ
の

健
康

管
理

等
を

適
切

に
行

う
。

6
9

　
教

職
員

を
対

象
に

定
期

健
康

診
断

と
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
、

適
切

に
教

職
員

の
安

全
衛

生
管

理
を

行
う

。

b

　
教

職
員

の
安

全
衛

生
管

理
の

一
環

と
し

て
、

定
期

健
康

診
断

と
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
有

給
休

暇
の

取
得

奨
励

な
ど

を
行

っ
た

。

ｂ

〈
衛

生
委

員
会

の
活

動
状

況
に

つ
い

て
〉

主
な

内
容

：
・

 職
員

の
時

間
外

勤
務

の
状

況
報

告
・

 職
場

巡
視

及
び

改
善

状
況

の
報

告
・

 教
職

員
の

健
康

診
断

受
診

状
況

の
報

告
・

 教
職

員
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

に
つ

い
て

　
の

報
告

・
 救

急
救

命
講

習
の

実
施

報
告

7
0

　
消

防
訓

練
等

危
機

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。

7
0

　
消

防
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
A

E
D

講
習

の
実

施
に

取
り

組
む

。
b

　
教

職
員

の
危

機
管

理
に

関
す

る
取

り
組

み
と

し
て

、
消

防
訓

練
、

ま
た

教
職

協
働

の
研

修
も

兼
ね

て
救

急
救

命
講

習
（

A
E

D
講

習
を

含
む

）
を

実
施

し
た

。
ｂ

　
３

　
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標

　
学

生
と

教
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
個

人
情

報
の

管
理

を
徹

底
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

に
対

応
す

る
た

め
の

規
程

を
適

切
に

運
用

す
る

。

7
1

　
個

人
情

報
の

管
理

を
適

切
に

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
お

い
て

的
確

に
対

応
す

る
。

7
1

　
個

人
情

報
の

管
理

を
適

切
に

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
。

ａ

　
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

盤
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

の
た

め
、

学
内

の
情

報
基

盤
長

期
整

備
計

画
を

見
直

す
と

と
も

に
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
基

本
計

画
を

策
定

し
た

。
ま

た
、

公
立

大
学

法
人

新
潟

県
立

大
学

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

を
廃

止
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

本
方

針
、

同
管

理
規

定
、

同
対

策
基

準
か

ら
な

る
新

た
な

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
ポ

リ
シ

ー
を

制
定

し
た

。
　

ま
た

、
情

報
公

開
請

求
に

対
し

、
制

度
に

基
づ

き
適

切
に

対
応

し
た

。

ａ

〈
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
の

改
善

内
容

に
つ

い
て

〉
　

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

体
制

を
組

織
化

・
体

系
化

し
、

各
組

織
の

役
割

を
明

確
化

し
た

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

平
時

・
有

事
と

も
に

管
理

体
制

が
強

化
さ

れ
た

。

　
４

　
情

報
管

理
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

事
業
単
位
評
価

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

R
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
R

2
年

度
）

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

・
令

和
元

年
度

実
績

　
教

育
研

究
・

職
場

環
境

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
を

防
止

す
る

た
め

の
取

組
を

全
学

的
に

推
進

す
る

。

7
2

　
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
人

権
侵

害
を

防
止

す
る

た
め

、
相

談
、

啓
発

、
問

題
解

決
に

全
学

的
に

取
り

組
む

組
織

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

学
生

や
教

職
員

に
対

し
、

定
期

的
に

人
権

に
関

す
る

啓
発

や
研

修
を

実
施

す
る

。

7
2

　
人

権
問

題
や

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

学
び

、
考

え
る

機
会

を
設

け
、

教
職

員
や

学
生

の
意

識
を

高
め

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
取

り
組

む
。

ｂ

　
学

生
に

対
し

て
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
時

に
人

権
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
、

啓
発

及
び

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

　
人

権
に

つ
い

て
学

び
・

考
え

る
機

会
と

し
て

、
「

障
が

い
の

あ
る

人
が

取
り

組
む

ス
ポ

ー
ツ

と
現

状
」

に
つ

い
て

、
教

職
員

や
学

生
向

け
講

演
会

を
開

催
し

た
。

ｂ

　
社

会
の

変
化

が
激

し
い

昨
今

、
様

々
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

、
被

害
を

受
け

る
側

の
尊

厳
に

つ
い

て
常

時
繰

返
し

学
ぶ

機
会

が
必

要
。

〈
相

談
、

啓
発

、
問

題
解

決
に

全
面

的
に

取
り

組
む

組
織

の
設

置
に

つ
い

て
〉

　
従

来
よ

り
常

設
の

機
関

と
し

て
は

人
権

委
員

会
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

課
題

が
生

じ
た

場
合

に
は

調
停

委
員

会
・

調
査

委
員

会
等

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
　 〈

パ
ワ

ハ
ラ

防
止

法
施

行
に

よ
る

新
た

な
取

組
に

つ
い

て
〉

　
制

度
・

方
針

等
の

周
知

・
啓

発
を

図
る

た
め

、
「

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
修

正
」

や
「

研
修

会
の

開
催

」
等

に
取

り
組

む
予

定
。

　
ま

た
、

学
内

の
様

々
な

場
に

お
い

て
、

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
。

7
3

　
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

学
内

の
慣

行
や

活
動

・
勤

務
状

況
等

の
実

態
を

把
握

し
、

男
女

均
等

な
機

会
の

提
供

と
適

切
な

処
遇

を
行

う
。

7
3

　
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
等

を
実

施
し

、
意

識
の

啓
発

に
取

り
組

む
。

教
職

員
の

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
に

つ
い

て
、

支
援

を
継

続
す

る
。

ｂ

　
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
、

第
四

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
を

読
み

解
く

た
め

の
学

内
勉

強
会

を
開

催
し

、
意

識
の

啓
発

に
取

り
組

ん
だ

。
　

次
世

代
育

成
支

援
の

一
環

と
し

て
、

教
職

員
が

仕
事

と
子

育
て

を
両

立
さ

せ
る

た
め

、
保

育
支

援
体

制
整

備
・

搾
乳

室
設

置
・

各
種

制
度

の
周

知
及

び
休

暇
取

得
の

促
進

等
を

継
続

し
て

行
っ

た
。

ｂ

　
環

境
に

配
慮

し
た

業
務

運
営

を
行

い
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

適
切

な
処

理
と

減
量

化
に

努
め

る
。

7
4

　
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

、
そ

の
減

量
化

に
努

め
る

。

7
4

　
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

、
そ

の
減

量
化

に
努

め
る

。
ｂ

　
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

、
そ

の
減

量
化

に
努

め
た

。
ｂ

　
５

　
人

権
に

関
す

る
目

標

　
６

　
環

境
保

全
の

推
進

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

国
際

地
域

学
部

T
O

E
IC

ス
コ

ア
点

7
3

0
6

3
7

－
6

2
0

b
 b

評
価

（
6

0
0

以
上

 7
3

0
未

満
）

ｂ
　

英
語

以
外

の
外

国
語

能
力

ア
ッ

プ
の

目
標

設
定

も
行

い
、

国
際

人
の

育
成

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
。

人
間

生
活

学
部

T
O

E
IC

ス
コ

ア
点

5
0

0
5

8
1

－
5

4
6

ａ
ａ

評
価

（
5

0
0

以
上

）
ａ

　
受

験
者

数
が

増
加

し
て

い
る

の
に

、
ス

コ
ア

が
上

が
っ

て
い

る
の

は
評

価
で

き
る

。

管
理

栄
養

士
合

格
率

％
1

0
0

1
0

0
－

1
0

0
s

ｓ
評

価
（

合
格

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
※

４
年

連
続

1
0

0
％

達
成

（
1

3
9

校
中

４
校

の
み

）
ｓ

社
会

福
祉

士
合

格
率

位
（

％
）

1
0

以
内

（
7

2
.0

）
3

6
(7

7
.8

)
8

6
.4

%
2

2
(8

6
.7

)
ｂ

ｂ
評

価
（

達
成

率
8

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
※

目
標

値
7

2
.0

％
は

全
国

1
0

位
の

合
格

率
の

8
0

%
　

達
成

率
は

、
合

格
率

（
実

績
値

）
/
全

国
1

0
位

の
合

格
率

で
算

出
　

達
成

率
＝

県
立

大
の

合
格

率
7

7
.8

 /
 全

国
1

0
位

の
大

学
の

合
格

率
　

9
0

.0
　

R
1

実
績

値
の

上
段

の
数

値
は

順
位

（
2

0
7

校
中

3
6

位
）

ｂ

3
倍

8
.6

6
.8

7
9

.1
%

9
.4

ｃ
ｃ

評
価

（
達

成
率

6
0

％
以

上
 8

0
%

未
満

）
ｃ

＜
志

願
倍

率
低

下
の

要
因

に
つ

い
て

＞
　

国
際

経
済

学
部

の
設

置
に

よ
り

、
受

験
者

が
分

散
し

た
影

響
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
　

ま
た

、
R

2
年

度
入

試
は

全
国

的
に

安
全

志
向

で
あ

り
、

前
年

度
入

試
の

実
質

倍
率

が
高

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

セ
ン

タ
ー

試
験

得
点

率
に

よ
る

ボ
ー

ダ
ー

ラ
イ

ン
が

高
く

な
っ

た
本

学
を

避
け

た
と

考
え

て
い

る
。

　 ＜
県

外
比

率
増

加
の

要
因

に
つ

い
て

＞
　

県
内

高
校

の
受

験
生

を
国

際
経

済
学

部
と

分
け

合
っ

た
結

果
、

国
際

地
域

学
部

で
は

県
外

高
校

出
身

者
の

 入
学

率
が

高
く

な
っ

た
も

の
と

考
え

る
。

国
家

資
格

の
取

得
率

21

志
願

倍
率

指
標
単
位
評
価

達
成

率
単

位

卒
業

時
の

英
語

能
力

◆
教

育
指

標

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

Ｒ
１

目
標

値
Ｒ

１
実

績
値

（
参

考
）

H
3

0
実

績
値

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

指
　

標
　

項
　

目
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

指
標
単
位
評
価

達
成

率
単

位
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
Ｒ

１
目

標
値

Ｒ
１

実
績

値

（
参

考
）

H
3

0
実

績
値

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

指
　

標
　

項
　

目

4
％

8
5

9
1

.3
1

0
7

.4
%

9
1

.5
ａ

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ
＜

授
業

内
容

満
足

度
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

率
＞

　
前

期
：

9
1

.8
%

　
後

期
：

8
9

.1
％

5
％

1
1

.1
9

0
.9

%
1

.4
ｂ

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
ｂ

6
％

8
0

7
6

.3
9

5
.4

%
7

3
.7

ｂ
ｂ

評
価

（
達

成
率

８
0

％
以

上
 1

0
0

%
未

満
）

ｂ
＜

教
員

の
学

習
サ

ポ
ー

ト
満

足
度

へ
の

回
答

率
＞

　
5

9
.0

%

7
件

1
1

－
1

ａ
ａ

評
価

（
新

規
採

択
又

は
採

択
事

業
継

続
）

※
採

択
事

業
継

続
（

C
O

C
+
）

ａ

8
％

1
0

0
9

9
.2

9
9

.2
%

9
9

.6
ｂ

ｂ
評

価
（

就
職

率
「

直
近

の
全

国
就

職
率

平
均

値
」

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
文

部
科

学
省

発
表

全
国

就
職

率
平

均
値

9
8

.0
%

ｂ

9
％

9
0

9
1

.1
1

0
1

.2
%

8
7

.9
ａ

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ

受
入

者
数

人
2

6
5

3
2

0
3

.8
%

5
0

ｓ

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）

派
遣

・
交

換
留

学
　

3
2

名
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

　
2

1
名

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

。

ｓ

派
遣

者
数

人
1

0
5

1
5

2
1

4
4

.8
%

2
0

2
ｓ

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
。

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
一

部
海

外
実

地
研

修
（

4
7

名
参

加
予

定
）

が
中

止
と

な
っ

た
ほ

か
、

留
学

等
の

参
加

辞
退

が
２

名
あ

っ
た

。
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Ⅳ 参考 

公立大学法人新潟県立大学の各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領 

 
平 成 3 0 年 ７ 月 1 2 日 
新潟県公立大学法人評価委員会 

 
第１ 趣旨 
この要領は、地方独立行政法人第 78 条の２の規定及び当該規定に基づき定められた県

規則（新潟県公立大学法人の業務運営並びに財務及び会計に関する規則）に基づき、新潟

県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う公立大学法人新潟県立大

学（以下「法人」という｡)の各事業年度の業務実績に関する評価（以下「年度評価」とい

う｡)の実施について必要な事項を定めるものとする。 
 
第２ 評価の目的 
評価委員会が行う評価は、法人の業務運営の自主的かつ継続的な見直し・改善を促し、

もって、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを目的と

して行う。 
 
第３ 評価の基本方針 
年度評価は、中期目標の達成に向けた中期計画の進捗状況を確認する観点から行い、評

価に当たっては、総合的かつ効率的に行うこととする。 
なお、評価の際は、大学の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に配慮すると共

に、評価を通じて、法人の中期目標の達成に向けた取組状況を県民に分かりやすく示すよ

う努めるものとする。 
 
第４ 年度評価の実施時期 
年度評価は、当該事業年度終了後、概ね５月以内に実施するものとする。 

 
第５ 年度評価の実施方法 
 １ 評価手法 
   年度評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、業務実績に基づき法人

が行う自己評価結果を踏まえ、項目別に評価の上、中期計画の進捗状況について総合

的な評価（全体評価）を行う。 
 
２ 評価項目 

評価項目は、表１のとおりとする。 
 
３ 評価基準 

評価にあたっては、表２－１の取扱いを基本に、取組状況や計画の難易度、外的要

因等、それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとする。 
ただし、指標単位評価について指標の性質から、表２－１により達成率を算定しが

たい指標については、表２－２によるものとする。 
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４ 評価の手順 
(1) 小項目別評価（事業単位評価・指標単位評価） 
ア 法人による実績報告・自己評価 

法人は、表１に定める小項目別の業務実績をとりまとめ、第５の３に定める評

価基準に沿い自己評価の上、業務実績報告書を作成し、評価の実施時期の属する

年度の６月末日までに評価委員会に提出する。 
 
イ 評価委員会による検証・評価 

評価委員会は、法人から提出された業務実績報告書について、法人関係者から

のヒアリング等により検証の上、表１に定める小項目別に、第５の３に定める評

価基準により評価する。 
なお、評価委員会は、検証、評価を行う上で必要がある場合、法人に対して資

料の追加提出を求めることができるものとする。 
 
ウ 法人意見の聴取、申立て機会の付与 

評価の透明性、正確性を確保するため、評価委員会は、法人の実績報告・自己

評価に基づき実施した小項目別評価について、評価結果の決定に先立ち、法人に

評価結果案を提示し、意見申立ての機会を付与する。 
なお、法人は、当該案に対する意見を、書面により評価委員会に申し出るもの

とする。 
 
エ 評価の確定 

評価委員会は、小項目別評価案に対する法人意見を踏まえ、必要に応じて法人

関係者の説明を受けて当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等により

小項目別評価を確定する。 
 

(2) 大項目別評価 
評価委員会は、小項目別評価結果を踏まえ、表１に定める大項目ごとに、表２－

１に定める評価基準により、中期計画の進捗状況を総合的に勘案して評価する。 
 

(3) 全体評価 
評価委員会は、大項目別評価の結果を踏まえ、表２－１に定める評価基準により、

中期目標の達成に向けた中期計画の全体的な進捗状況を総合的に勘案して評価す

る。 
 
第６ 評価結果の取扱い等 
１ 評価結果の通知及び公表等 

評価委員会は、評価結果を確定したときは、評価書としてとりまとめ、遅滞なく当

該評価書を法人及び知事に送付するとともに新潟県ホームページ等で公表する。 
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２ 評価結果の活用 
法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用・反映させていくも

のとする。 
なお、評価委員会は、評価に際し、従前の評価結果等に対する法人の業務運営への

活用・反映状況等を確認するものとする。 
 
第７ 評価方法の継続的な見直し 
この要領については、年度評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとする。 

 
第８ その他 
この要領に定めるもののほか、評価の実施に際して必要な事項は、評価委員会が別に定

める。 
 

附 則 
この要領は、平成22年３月23日から施行する。 

 
附 則 

この要領は、平成27年８月７日から施行する。 

 
附 則 

この要領は、平成30年７月12日から施行し、同年４月１日から適用する。 
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（表１：年度評価における評価項目） 

評 価 区 分 評 価 の 対 象 

小
項
目
別
評
価 

事業単位 
評価 

年度計画の第１から第５の最小項目として記載されている各事項の達成状況 
 ※ 第６から第10に係る実績については、全体評価の際に参考情報として用いる。 

指標単位 
評価 年度計画の各数値目標の達成状況 

大項目別 
評価 

小項目別評価を踏まえた、中期計画における次の７区分ごとの進捗状況 

１ 教育に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の１） 
  【教育に関する事項】 

２ 研究に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の２） 
  【研究に関する事項】 

３ 地域貢献・国際化に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の３） 
  【地域貢献・国際化に関する事項】 

４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置（中期計画第２） 
  【業務運営に関する事項】 

５ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置（中期計画第３） 
  【財務内容に関する事項】 

６ 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する目標を達成する 
ための措置（中期計画第４） 

  【自己点検・評価等に関する事項】 

７ その他業務運営に関する重要事項を達成するための措置（中期計画第５） 
  【その他業務運営に関する事項】 

全体評価 大項目別評価を踏まえた、中期計画全体の進捗状況 
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（表２－１：年度評価における評価基準） 

評 価 区 分 評定 評  語 評価の目安 

小 
 
項 
 
目 
 
別 
 
評 
 
価 

事業単位 
評価 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 特に優れる若しくは顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 上回る若しくは十分な実施 

ｂ 年度計画を概ね実施 実施 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 下回る若しくは実施が不十分 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 特に劣る若しくは実施せず 

指標単位 
評価 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 達成率 100％以上かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 達成率 100％以上 

ｂ 年度計画を概ね実施 達成率 80％以上 100％未満 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 達成率 60％以上 80％未満 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 達成率 60％未満 

大項目別 
評価 

Ｓ 中期計画の進捗は優れて順調 

大項目（７区分）別に、中期計画の進捗状況に

ついて、小項目別評価から総合的に勘案し、評

価 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ 中期計画の進捗はやや遅れている 

Ｄ 中期計画の進捗は遅れている 

全体評価 

中期計画の進捗は優れて順調 

中期計画全体の進捗状況について、大項目別評

価から総合的に勘案し、評価 

中期計画の進捗は順調 

中期計画の進捗は概ね順調 

中期計画の進捗はやや遅れている 

中期計画の進捗は遅れている 
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（表２－２：実施要領第５の３の表２－１により達成率を算定しがたい指標の評価基準） 

指  標 評定 評  語 評価の目安 

 
 
 

卒業時の 
英語能力 

 
ＴＯＥＩＣ 
スコア 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 730以上（500以上）かつ顕著な成果 
※（ ）内は人間生活学部。以下同じ 

左記の区分を基
本に目標達成者
の割合等を総合
的に勘案して評
価する。 

ａ 年度計画を上回る 原則 730以上（500以上） 

ｂ 年度計画を概ね実施 原則 600以上 730未満 
  （450以上 500未満） 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 原則 500以上 600未満 
  （400以上 450未満） 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 500未満（400未満） 

 
 
 

国家資格の 
取得率 

 
管理栄養士 
合格率 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 合格率 100％かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 合格率 100％ 

ｂ 年度計画を概ね実施 合格率「直近の全国合格率平均値」以上 100％未満 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 合格率 80％以上「直近の全国合格率平均値」未満 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 合格率 80％未満 

就職希望者の 
就職率 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 就職率 100％かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 就職率 100％ 

ｂ 年度計画を概ね実施 就職率「直近の全国就職率平均値」以上 100％未満 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 就職率 80％以上「直近の全国就職率平均値」未満 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 就職率 80％未満 

国の大学教育
改革に関する
支援プログラ
ム採択数 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 新規採択又は採択事業継続かつ顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 新規採択又は採択事業継続 

ｂ 年度計画を概ね実施 申請あり（不採択） 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 申請準備あり 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 取組なし 

－ 該当なし 該当する申請事業なし 
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